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ち

開

顯
一-
商
鼎栗
の
学
問

と
商
業
…の
意
一義

商
業
概
念

の
攣
遷

」商
皿莱
学
読

の
吟

映
…

、

結

語
-

要
約

と
今
後

の
課
題

岡

・本

理

,ゴ

一

開

題

⊥

商

業

の
學

問

と

商

業

の
意

義

、

お
よ

そ

商
業

に
關

す

る
学
問

が

こ

の
世

に
生
誕
し

た

の
は
、
相

當

、

以

前

の
こ
と

に
薦

し

、

も

し
も

そ

れ

の
科
学

的
燈

系

の
有
無

を
巌

密

に
問

う

こ
と
な

く

、
商

業

経
螢

忙
必

要
な

知
識

の
集

合
龍

と
す

る
な
ら

ば

、
、
て
れ
が

濫

筋

は
か
な

り

の
昔

に
さ

か

の
ぼ

つ

て
み
な

け
勉

ば
な

ら
ね

。
今

日
、
'
ヨ
ー
、ロ
ッ
パ

に
お

け

る
商
業

学

の
最

祝

の
系
統

的

業

作

志

認

め
ら

れ
,て

い

る

ジ

ャ
ッ
ク

・
サ
ヴ

ァ
リ
ー

(
蜜

。
ρ
詳
霧

qΩ
薯

霞

ざ

嵐
bg
b9
-
H
①
㊤
O
)

の
薯

『
完

全
な

る
商

人

』

(
昌
①
財
霞

蜜
客

窓

σq
o
o
貯
暮

)

が

フ
ラ

ン
ス
で
刊
行

さ
れ

た

の
は

、

一
六

七

五

年

の
こ

と

で
あ

る
か

ら

、

こ
れ
を

一
鷹

の
起

黙

と

す

れ

ば
、

す

で

に
二

世
紀
孚

の
年

月

が
た

つ

て

い
る
ご

と

曳
な

る
。
㈲

謝

何
故
呈

ヴ
ァ
リ
あ

『
完
全
な
蕎

人
』
喬

つ
て
・
商
輩

の
最
初

の
系
統
鍵

怨

み
ら
れ
得
る
か
に
つ
い
て
に
・

次
の
こ
き

ザ
イ
乙

(

」

ー

＼

商
業

の
意

義
.に
關
す

ろ
若

干

の
考

察

/
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ゆ

商
肇
小の
意
「義
に
薗
㎜す
る
若
干
の
考
察

匿

ル
ト

(
ロ
亀

・
嵐

ω
・
養

。
邑

の
暫

一暮

ら
明

か
て
あ

る
。

す
な
わ

ち
、
.
ザ

ぞ
フ
ェ
ル
ト
に
、

浸

の
編

集

に
か

乞

b

亀

歪

巨

。,
邑

冨

舞

O
o
ロo圧

oぼ

①

島
①
噌

頃
o
け島
o
び
耽莚

4富
o
げ
岱津
巴
o
ゲ
『曳
鳩

の
第

五
.巻

と

し

て
、

ロ
イ

ク

ス

(
』
σ
げ
聾
ロ
ロ

リ
唐
一〇
ゲ
費
①
一
同
」O
⊆
O罫
oo鳩
H
刈
ひ
ゆ
ー

　'◎
e◎
ひ
)

の

『
商

業

の
体

一系

』

(
の
図
。。
δ
目

9
$

毘
暮

山
¢
♂
)

の
第

一
版

(

}
八

Q

四
年

嚢

行

μ

な
復

刻

る

て
、
、
一
♂
九

三

三
年

に
刊

行

し

て

い
蚤

が
、

こ

の
書

の
巻

頭

に

お

い
て
、

ノ

・
彼
に

「
商
業
學

者
と

し
て

の
、ヨ
ハ
ー

γ
・
ミ
カ

濫
ル
・
ロ
イ
ク

ス
」

な

ろ
序

言
を

記

し
て
日
丈

「
十

八
世
紀

か
ら

十
九
世
紀

の
初

め
に
か

け
建
多

く

の
商

業
學

(
夢

巳

ぎ

署

冨

昆

更

け)
が
現
わ
れ
て
§
液
が
、
毛

の
中

に
あ
り
て
、

ル
ド
ヴ
イ
・
チ

(
。
琶

O
量

耀

ピ
且

冒

。二

§

↓

蕊

)
と

ロ
イ

ク

ス
の
も

の
は
、
蒔

別

の
地
位
な
占

め
て

い
る

。
し
か
し
こ
れ
ら
爾
者

の
.著
書

は
、
そ
れ

に
先

ん
ず

る

フ
ラ
シ

ス
の
サ
ヴ
ァ
リ

ー
の
著

『
完

全
な

る

9

商
人

』
入
b
o
頃
鴛
碕
津

冤
禽
。
。
貯
暮
)
と

そ

の
息

子

(
寄

皆

匿
昌

巨
o
口
粉

o慶
碧

霧
団
)
の
著

『
商
業
僻
書
』
一α
昌
葺
8
診

冒
o
口
b
才
忠
。。巴

鼠
。
O
o
目
湾
霞
8
)

が
な
か

つ
喪

な
ら
ば

、
恐

ら
く

成
就

ぜ
な

か

つ
表

で
あ

ろ
う

」
、ど
。

そ
し

て
、

ザ

イ
フ

ェ
些
ト
は
、
、
つ
黛
い
,て
、
右

の
爾
書
ば

、
ド

イ

ツ
の
商
血栄
學

界

.に
強
い
影

響
秘
與
え
、
特

に
僻
書

で
は
く
り

か
え

し
引
用

ぜ
ら

れ

で
な
り
、
こ
れ
ら

の
時
代

な
指

し
て
、
商
業

學

の
系

統
的
組

織
化

の
時
代

(
団
〇
二
&

。

ノ

ア

ー

琶

。・
藁

。
暴

蓉

冒

夢

・
島

轟

・乱

馨

邑

冨

3

と

い
つ
て

い
る

の
で

あ
る
。

(
皆

幽
。
罵

。・
。
為

婁

押

P

ρ

ψ

ω
5

㌧

夢

・尤

も
サ

ヴ

ァ
リ

ー

の
書

は

、
商

法

の
解

読

が
約

三

分

の

一
を

占

め
、
・ま
た

孚

分
以

上

は
商
業

経
螢

の
技

術
的

読

明

が

、
彼

自
身

の
實
際

的
農

瞼

に
も

と

つ

い
て
記
述

さ
れ

て

い
る
、の
で
あ
,る

か
ら

、
学
問

的
艦

系

の
整

つ
た

も

の
と

み

る

こ
乏

は

で
き

な

い

で
あ

ろ

う

。

.
次

い
で
・
こ
れ

よ

り
約

一
世
紀

ほ
ど

お

く
れ

て
、
前

記

、
ザ

イ

フ

ェ
ル
ト

の
い
う

ご

と
く

、
ド

イ

ッ

の

カ

メ
ラ
学

派

の
学
者

、
ル

ド
ヴ

イ
ッ

チ

が
そ

の
編

集

に
か

㌧
る
商

業
辮

書

『
商

人

公
開

大
学

』

(
b
犀
鑑

①
三

①
q
霧

國
碧

昌
①
暮

Φ

"
0
9
曾

ぐ
9
尻
慈
β
亀

σq
窪

国
碧

協唐
碧

霧

」

尽
亀
図
ざ
O
♪

嵩

軌
b◎
1

嵩
α
9
)

の
附
録

に
商
業

学

の
髄

系

を

示

し
、

更

に

こ
れ

よ
り

や

曳
お
く

れ

て
、
前

記

、
ロ
イ

ク

ス
の

『
商
業

の
膣

系

』

■
が

刊
行

さ
れ

て

β

一
八

三

九

年
…

ロ
イ

ク

ス

の
死
後

i

の
第

四

版

で
は

、
書

名
を

^̂ぐ
9
冨
げ
ぎ

象
σq
⑦

国
碧

脅
①
一。・
乱

詔
①
塁

9

鑑
戸

o
含
霞

qΩ
嵩
8
送

伽
$

国
§

噺
Φ
謝
..
と

し

て
、

二
巻

に
な

つ

て
刊
行

さ
れ

で
い

る
)

、
商

業

の
学
問

は
、

そ

の
内

容

、
膣

系

と
も

に
整
備

し

て
ぎ

た

の
で
あ

る
。

い
ま

、

ロ
イ

ク

ス
の
前

掲

書

に
よ

つ

て
へ
'そ

の
商

業

の
学

問

の
盟

系
を

う
か

璽
う

に
左

の
通

り

で
あ

る
。
,ま
す

、
廣
義

の

ノ

リ

コ

ノ

ロ

)

、
商
取

引

の
学

問

(
国
弩

q
ゴ
謎

薯

謬

Φ
塁

魯

鑑
げ)
を

「
狭

義

の
商

取
引

の
学

問

」

(国
蟄
昌
臼
詳
昌
σq
の
司
謎
・Ω
①
塁

o
げ
轟
ゆ
艮

Φ
β
σq
霞

昌

弓Ω
ぽ
昌
①
)

α

と

「

へ

商
業

知
識

」

(
国
聾

q
①
冨
ぼ

拭

。
)
ノ
と

の
二

つ

に
分

ち

、
.
次

に
旭
前

者

に
薦

す

る
も

の
と

し

て
、

の

交
換

用
具

論

(
日
碧

。・6
昼
送
津
掌
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ズ

イ

①
崔
o
ぼ

ゆ
)
i

商

品

論

、
-貨

幣

論

、

周

贋
値

決
定

論

(尋

霧
爵

ぴ
3
菖
揖
暑

昌
σq
巴
o
ぼ

o
)
ー

計

算

論
、

㈲
商
業

論

(出
蟄
昌
負
①
一巴
①
冨

o
)
」

総

論

↓
購

買

論

、
販
費

論

、

支
佛

論
、

獲

逡

論

、

四
事

務
管

理

論

(
O
O
暮

O
目
乱

宏
①
β
o
O
国
欝
津
)
ー
-簿

記

、

通

信

、

そ

の
他

、

的

投
機

論

ゆ

ノ

な

(
。・
b
①亘

き

象

響

蓬

ぽ
き

・

窪

搬
用
具
論

(鍵

&

霞
5
凝
.・鼻

芭

①
ぼ
①
)
ま
た
は
國
家
取
引
輝

(
ω
冨

諄

塁

①概

司
駐
。。①
昌
。。
o
屡
蟄
津
)

を

あ

げ

、
後

者

に
囑
す

る
も

の
と
し

て
、
e

商

品

学

(
詔

鎚
Φ
冨
耀
昏
β
9
①
)

、
口
商

業

地

理

(国
蟄
昌
鮎
①
『
σQ
Φ
o
σQ
量
娼
ぽ

①
)
、

働
商

業

史
'
(
国
蟄
β
臼
o
尻
σQ
Φ
ψ
◎
ぼ

o
奪

①
)
を

あ
げ

て

い

る

の
で

あ
る

。・

、

。

'

か
く

て
、

今

よ

り
す

で

に
約

一
世
紀

孚

も

以
前

に
お

い

て
じ
商

業

に
閣

す

る
学

問

は

か
な
「り

の
系
統

的

な
購

成

が
行

わ
れ

、

そ

の
記
述

の
中

に
は

、

今

日

の
商

業

学
或

は
維
螢

学

め

基

盤

的

事
項

に
な

つ

て

い

る
も

の

が
少

く

な

い
。
距

璽
そ

の
全
艦

に
わ

た

捧
縫

威

が
、

十
分

な
科

学

的
艦

系

を

そ
な

え

す

、
專

ら

商
業

維
螢

に
必

要
な

諸
知

識

を
各

方

面

よ
り

か

り

集

め

て
、
で
き

あ

が

つ
た
が

の
ご
と

鴛
翻

を
呈

し

、
、

換

言
す

れ

ば
ギ
維

濟

学

や
法
律

学
等

か

ら

の
借

り

も

の
が
多

く

し

て
猫

自

の
研
究
劉

象

を

具

有

せ
す
・、た

と

え
齎

品

費

買

と

い
う

こ
止

が

、

メ

ド

そ

の
中

心

的
な

事

項

に
、な

つ
た

と
し

て
も

、

な

お

技

術
的

な

記

蓮

に
絡

始

し

、

た

と

え

ば
費

買

契
約

の
商

償

習

的
技

術

を
読

く

と

こ
ろ

の

費
買

論

の
ご

と
き

に
絡

91
、
・附

加

す

る

に
、

簿

記

、
通

信

、商

業

算
術

等

を

以

て
す

る
と

こ
ろ

の
商

業

の
学
問

で
あ

つ
た

こ

と
は

、
未

だ

科

学

と

し

て

の
性
格

を

十

分

に
そ

な

え
た

も

の
で
癒

か

つ
た

の
で
あ

る
。

こ
れ

を
要

す

る

に
、
初

期

に
お

け

る
商
業

の
学
問

は
、
そ

れ

以
前

の

い
わ

ゆ

る

コ
ニ
つ

の
R
」

(
日
げ
①
.月
ぼ

o
①
、閑
、q。℃
<
ド

国
①
蟄
臼
旨

σq
M
薯

昌
げ冒

σq
"
男
o
o
犀
O
巳

β
σq
)
を
中

心

止

し
た

も

の

』
域

を
睨

し

て
、

一
磨

の
禮

裁

を

と

」

の
乏
た

け
れ

ど

も

・
な

お

技

術
的

色

彩

が
甚

だ
澄

厚

に
し

℃
、

い
わ

ゆ

る
「
商
事

要

項
」
(
O
o
量

霧
9
鑑

国
昌
o
乱

①
畠
σq
①
)

'

σ
程
度

に
止

つ
て

い
%
。

然

る

に
、

そ

の
後

、
資

本

主
・義

の

襲

展

に

と
も

な

い
、

企

業

の

経

螢

規
模

が

、
漸
次

、
・大
き

く
な

り

、

リ

ジ

ま
た
商
品
費
買

や
市
場

(
販
路

)
に
關
す

る
問
題

が
、
維
螢

上
、
甚

だ
重

要
な
地
位

を
占
め
る
や
、
從

來
通

り

σ
輕
濟
的
、
「-法
律
的
声
實

務
的
知
識

の
雑

然
た

る
集

合
髄

で
は
」
實
際

上
・
役
立

ぢ
得
す
、
そ

れ
か
す
か
ら
猫
自

の
研
究
封
象

を
も

つ
と
同
時

に
、
ま

た
そ
れ
ら

の
.

諸
知

識
を

科
学
的
に
膣
系
化
す

る
煮
と
が
要
講

さ
れ

て
き
た

。
す
な

わ
ち
、
企
業
め
経
螢

が
、
未

だ
小
規
模

に
止

つ
て
い
る
間

は
、
商
業

ノ
　

く

ド

ロ

　
ノ

リ

へ

商
業

の
意
義
に
關
す
ろ
若
干

分
考
察

!
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商
業
の
意
義
に
關
す
る
若
干
の
考
察

の
維
螢
知
識
も
甚
だ
軍
純

に
し

て
、
商
品
費
買

に
つ
い
て
は
さ
ぼ
ど
大
き
な
苦

心
を
要
せ
す
、
ま
た
市
場
開
拓

の
た

め
に
も
特

別

の
方
策

を
必
婁

と
せ
ず
、
利
潤

の
獲
得
は
專
ら
費
買
契

約
、
商
慣

習
、
経
螢

技
術

の
習

得

に
よ

つ
て
十
分

に
な
さ
れ
得
た

の
で
あ
る
が
、
や
が
て

生
産
規
模
が
擾
大
し
、
交
通
機
關
も
襲
達
す

る

に
至
れ
ば
、
商
品
費
買

に
種

々
の
方
策
を
講
じ
で
販
路

の
開

拓
を
は
か

る
こ
と
は
、
著
し

へ

く
重

嬰
性
を
増
す

と
同
時

に
、
そ

の
組
織

も
次
策
に
複
難
」化
し
、
更

に
維
螢
間

の
交
通
も
頻
繁

化
し
セ

き
た
爲
、
も

は

や
維
螢

技
術

の
脅

得

の
み
で
は
+
分
に
目
的
を
達

し
得
す
、

こ
」
に
商
業

の
組
織
並

に
職
能

に

つ
き
、
科
学
的
究
明
を

行
う

こ
之
が
必

要
と
な

り
、

こ
の
た

め

、
商
業
経
螢

並
に
商
業

経
濟

に
關
す

る
正
確
に
し

て
・
且
、
精
奮
な

る
知
識

の
右
機
的
燈
系
化
が
な

さ
れ

る
に
至

ワ
た

に
ぼ
か
添
ら

ぬ
。

か

の
二
十
世
記

の
初
頭
以
來
め

ア
メ
リ

カ
に
お
け

る

マ
「

ヶ
テ

ィ
ン
グ

研
究

の
勃
興

や
そ

の
後

の
稜
達

と
言

い
、
ま
た
ド
イ
ッ

に
お
け

る

薪
興

の
維
螢

学

の
擁
頭
と
言

い
、

い
す
れ
も

か
か

る
傾
向

を
示
す

一
誰

左
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
様

の
こ
と
は
、
我
が
國

に
お
け
る
商
業

の
学
問

の
獲
達

に
つ
い
て
も
み
ら
れ
得

る
。
明
治

の
初
年
、
西
洋
文
化

④
輸
入

と
共

に
、
商

・

業

の
学
問
も
入
り
き
た
り

・
そ
れ
以
前
の

「
護

み
"
書

き
・
そ

ろ
ぼ

ん
」
を
主
眼

と
し
た

「
商
費
往
來
」
的
知
瓢

に
と

つ
て
代

つ
た

こ
と
・

.
前
述

の
西
洋

に
お

け
る
と
大
差
な

い
の
で
あ

る
が
、

そ
れ
が
、
そ

の
後

に
お
け

る
名
繕

の
鍵

化

と
共

に
、
漸

次
、
学
問
と

し
て
の
禮

系
化

の
な

さ
れ
.て
き
た

こ
と

は
留
意
を
要

し
よ
う
。
す
な

わ
ち
、

か

の

「
商
業
学
校
通
則

」

(
明
治
十
七
年
獲
布
)
に
よ

つ
て
設
立

さ
れ
た

「
商

業
学
校
」

(
名
古
屋
う
下
關
、
長
蒔
、
京
都
、
八
幡
、
、函
館

の
商
業
畢
綾

)
で
は
、
そ
煎
を
「
商
事
要
項
」
或

は

「
商
業

要
項
」

と
よ
ん

で
を
り
、

後

、
こ
れ
が
東
京
高
等
商
業

学
校

(
明
濱
+
七
年
設
立
)
に
器

い
て
規
則

の
改

正
を
み
た
際

(
明
治
二
+
八
年
)
、
「
商
業
学

」
と
改
稻

さ
れ
、

み

そ

の
と

を

以
來

、

こ

の
名

稽

の
ま

」

で
…糠
綾

し

て
、
嵐
フ
日

ま

で
、
.
約

七

十

年
間

を

経

過

し

て
き

た
.の

で
あ

る

が
、
實

に

か

k
る
名

稽

の
…愛

の

甑

・

・

、
、

化

こ
そ

、
学

問

そ

れ
自
艦

の
質

的

向

上

を
示

す

も

の
に
ぼ

か
な

ら

ぬ

の
で

あ

る
。

而

し

て
.

こ
れ
を

最
も

よ
く

讃

す

る
も

の
と

し

て
、

故

ヒ

　

へ

内

池
廉
吉
博

士

の
著

『
商
業
単

概
論
』

の
獲

刊
と
、
そ

の
後

に
お

け
る
改
修
訂

の
経
過
事
情

を
あ
げ

る
之
と
が
で
き
ょ
う
。
何
故

に
然

る

ヘ

へ

あ

か
。

粋
ケ
ま

で
も
な
く
、
商
業

の
攣
問
が
輸

入
さ
れ
た
當
初

に
お

い
て
は
、
他

の
学
問
と
同
様
、

ぼ
と
ん
ど
外
國
書

の
直
鐸

に
等

し
き
恩
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の
と
し

て
現
わ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
後

に
は

こ
れ
を
よ
く
清
化
し
、
我

が
國

の
商
業
事
情
や
商
慣
習
等
を
附
加
し

て
、
系
統
的
な
燈
裁

の

と

」
の
つ
た
述
作

も
世

に
出

で
、
内
池
博
士

の
前

記
著
書

は
A
そ
れ
ら

の
う
ち
、
最

も
代
表
的
な
も

の
と
み
ら
れ
得

る
の
で
あ

る
勾
と
こ

ろ

で
、
こ
れ

の
嚢

刊
せ

ら
れ
た

の
は
明
治

三
十
九
年

の
こ
と
に
薦

し
、
以
來
、
た
び
た
び
改
訂
、
修

訂
を
か
さ
ね

て
、
昭
和
十
三
年

に
は

/

改
修
第

四
十
版

を
み
る
に
至

つ
た

の
で
あ
る
が
、
こ

の
問

の
過
程

こ
そ
、
實

に
我

が
國

に
壽

け
る
商
業
学
獲
達

の

一
面
を

+
分
に
物
語

つ

て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
の
で
あ

る
。

い
俵

、
・
こ
れ
が

一
班

の
事
情
を
窺
知
す

る
た

め
、
昭
莉

三
年

の
改
版

(
第
二
+
四
版
)
の
際

、
同
書

.に
記

さ
れ
た
内
池
博
士

の

「
序
」
'に
つ
い
て
み
ょ
う
。
曰
く

「
本
書

は
普
通
敏
育

有
る
人

に
、
商
業

に
關

す

る
組
織
的
知
識

の

一
班
を
授

く

る
を
旨
的
と
す
る
も

の
に
し

て
、
各
般

の
商
事
行
爲
を
洩

れ
な

く
解
読
す

る
に
島

め
た
れ
ど
も
、
同
時

に
斯
か

る
知
識

に
学
理
的
系
統

を
施
し

て
商
業
学

の
完
颪

に
資
與

せ
ん
と
す

る
の
念
は
創

刊
以
來

寸
時
も
著
者

の
臓
裏

を
離
れ
ざ

る
と

こ
ろ
な
り
と
す
。
然

る
に
.近
時
内

.

外

に
於
け

る
斯

学
め
研
究
甚

だ
盛
な

る
も

の
あ
り
、'
特

に
猫

逸

に
在
り

て
は
、
前

に
は
私
経
濟
学

(
商
業

学
)
、
後

に
は
経
螢

維
濟
学
な

る
名
稻

の
下

に
從
來

の
國
民
経
濟
学

の
外

に
專
ら
産
業
維

理
の
研
究

を
特
種

目
的
と
す
る

、一
新
部
門

の
勃

興
す
る
あ
り
。
英

米
諸
國

に
在

り

て
も
其

の
名

に
於

て
然
ら
ざ

る
も

、
其

の
實

に
於

て
商
業

学

に
屡

す

べ
き
物
品

の
費
買

及
び
其

の
配
給
組
織

に
關
す

る
論
議
討
究

の
至

つ
て
盛
な

る
も

の
あ

る
を
見

る
。
此
等

の
蓮
動

は
予

の
爲

め
無
上

の
教

訓
と
な
り
、
刺
戟

と
な
り
、
予
を

し

て
本
書

の
改
作
を
企

て
し
む

る
に
至

り
た
る
な

り
。
本
來
予
は
商
業

の
機
能
を
砒
会

に
於
け
る
物
資
配
給

の
合
理
化

に
求
む

る
も
の
に
し

て
配
給

の
技

術
、
機

關
、
組

織
等

に
就

き
絶

え
ざ

る
興

味
を
有
す

・…
-
(
中
略
)
…
…
本
書

は
先

づ
現
代
の
商
業

は

砒
会

に
於
け

る
物
資
配
給

上
如
何
な

る
役
目
を
鑑

ず

し

つ

ド
あ

り

や

の
問

に
答

へ
、

尋

で
其

の
組

織

拉

に
維

螢

に
關

す

る

理
論

を
解

読

せ

ん

と

す

る
も

の
な

り

」

(
内
池
廉
吉
博
士
、
改
修
商
業

學
概
論
・
昭
和
十
三
年
、、
序
』

一
i

二
頁
)
と
。
戸

・

、

・

・

、

.

.

・

さ

て
、
以

上
、
論

述

し
た

と

こ
ろ

に
よ

つ

で
知

ら
れ

る
ご
と

く

、

商
業

に
關

す

る
学
問

は
、

西

洋

に
お

い

て
は
約

一
世
紀
前

、
、'ま

だ
我

が
國

に
お

い

て
は

約

牛

世
紀
前

に
、
そ

の
系
統

的

な

述

作

が
あ

ら

わ

れ

ハ
・爾

來

、

そ

れ

ぞ

れ

の
諸

國

に
お

け

る
商
業

経

螢

の
嚢

達

や
、
廣

商
業

の
意
義
に
關
す
る
若
干
の
考
察

、
.

一
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商
勘茱
の
出忌
義
に
閾
脚す
る
若
干
の
考
察

く
世
界
維
潴

の
進
展

に
多
ぐ
砂
貢
献
を

し
て
き
た

の
で
あ

る
が
、

こ
の
冊
、
漸

次
、科
学
的
な
艦
系
化

の
な

さ
れ

て
き
だ

こ
ど

は
、

一
面
雨

維
濟
就
会

の
婁
望

艇
よ
る
も

の
と
は
言

い
な
が
ら
、
他
面
、
斯
学
關
係
者

が
よ
く
経
濟
肚
会

の
攣
遷

に
注
月

し
て
、
そ

の
理
論
的
樗
成

に
.、

つ
と
め
て

き
た

こ
と
に
ょ
る
も

の
と

い
わ
訟
ぱ
な

ら
ぬ
。
而
し

て
、

ご

玉
に
本

小
稿

の
意
圏
す

る
と

こ
ろ
と

の
關

連

に
お

い
で
、
特

に
留

、
意
を
要
す

る
事
柄

は
q
か

く
商
業

の
学
問

が
、
漸

亥
、
系
統

的
に
構
成

さ
れ
、
ま
た
そ

の
科
学
的
盟
系
化
も
試
み
ら
れ

て
、

一
つ

の

「
学
」

と

し
て
形
成
す

べ
く
研
究

の
深
ま
る

に
と
も
な

い
、

い
つ
た

い

「
商
業

」
と
ば
何

で
あ

る
か
ー

と

い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ぼ
、
商
業

の

バ

を

本
質
的
嬰
素

や
、
そ
れ

の
も

つ
意
義
を
経
濟
鮭
会

の
進
展

に
即
鷹

し
て
明
確
な
ら

し
め

て
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
と

え
ば
、
す

で

に
前
記
の
内
池
博

士
に
よ
り
、
商
業
は
商
晶

の
費
買
企
業
な
レ

と

い
う
定
義

が
な

さ
れ

て
、

こ
れ
が
長

ら
く

の
間
、
我

が
國

に
お
け
る
支

配
的
学
読

ど
し

で
普

及
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
後
、
資
本
主
義

の
襲

展

に
と
も
な

い
、
薪
し
き
商
業
組
織

の
あ
ら
わ
れ

る
や
、
商
品

費
買

と

い
う
と
と
は
.
た

し
か

に
商
業

の
活
動

乃
至
事
象

の
主

要
な
部

分

で
あ
る
こ
と

に
は
相

違
な

い
け
勲
ど
も
、
な
お
、
そ
れ
を

全
般

的

に
読
明
し
で

い
な

い
憾

が
存
す

る

の
で
あ

る
。・
そ

し

で
・
そ
れ

に
代
り

、或
は
財

貨

の
配
給
組
織
鎧
を

も

つ
て
商
業

と
み
る
が
ご
と
き
、

或
は
取
引

企
業

を
慰

つ
て
商
業
と

解
す

る
が

ご
と

き
、
そ

の
他
多
ぐ

の
論
者

に
ょ

つ
て
種

々
の
論
議

が
な

さ
れ

て
き
た

の
で
あ
る

。
商

業

の
本
質

が
何

で
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
意
義
を

い
か

に
規
定
す
べ
、き

や
は
、
後

述
す

る
と

こ
ろ

に
ゆ
ず

る
が
、
と

に
か
く
今

日
、
資
本
主
義
∵

嚢

展

の
新
段
階

に
直
面

し
て
、

商
業

の
組
織
、
形
態

、
業
務
等

に
相
當

の
攣
化
あ

る
こ
と
は

否
み
難

い
こ
と

で
あ
り
、
し
か
も
他
方

に
お
、

い

て
、
商
業

の
学
問
そ
れ
自
身

が
、
從
來

の
古

ぎ
衣
を
睨
ぎ
す

て
、
新

し
き

一
個

の
猫
立
科
学

と
し

て
生
成

遷

る
べ
き
時
期

に
き
て
い
る
ノ

の
で
あ

る
か
ら

、
か

㌧
る
要
請

に
よ
く

こ
た
え
得

る

「
商
業

の
意
義
」
を
見
出
し

、
ま
た
そ
れ
を
最
も

よ
く
表
明

し
得

る
商
業

の
概
念
を

ノ

　

ぞ

ヘ

ヘ

へ

構

成

ず

る

こ
と

が
必
要

と
な

つ

て
い

る

の

で
影

る
。

,

一
刷

商

業

概

念

の

礎

.遷



)

次

に
、
然

ら
ば
商
業

の
意
義

は
、
今
日
、
熔

が

に
規
定

さ
る
べ
き
で
あ

る
か
。
ζ
れ
た

は
、
後
述

の
ご
と
く
、
多
く

の
学
論

が
み
ら
れ

　(

る

の

で
あ

る
が
、

そ

れ

に
先

だ

ち

、

い

つ
た

い
、
商
業

の
概

念

に
は
、

商
業

の
襲
生

以

來

、
今

日

に
至

る
ま

で
、

い
か
な
る

攣

化

が

存

す

る
か

、

そ

れ

を

一
通

り
眺
、め

る

こ
と

玉
し

よ
う

。

,'

-

思

う

に
商
業

の
本
質

は

、
財
貨

並

に
勢

務

の
流

通
過

程
・、

特

に
そ

の
交

換

の
申

に
存

す

る
も

の
で
あ
る

が

、
す

で

に
交
換

の
威

立
や
交

-

ず

換
経
濟

の
襲
達

が
、
人
類

の
輕
濟
生
活

の
或
程
度
、の
襲

展
段
階

に
達

し
た

る
後

に
み
ち
れ

る
も

の
で
あ

る
た

め
、

た
と
え
交
換
を
も

つ
、て

商
業
の

原
初
的
形
態

と
み
な

す
に

つ
い
て
倣
議
論
め

饒
地
は
あ

る
と
し

て
も
、
と
た

か
く
、
商
業

が
長

き
歴
史
的

段
階

に
お
け
る

一
事
象
'

で
あ
届

こ
と
は
明
か

で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ

が
今
日

に
み

る
ご
と
く
、
財
貨

の
生
産
を
行
う
農
業

、
工
業
等

の
諸
産
業
と
並
び
存
し

,

て
よ
く
獲
達

し
、
人
圏

の
浩
費

経
濟

に
適

合
し
得
る
組
織
を
そ
な
え

て
馬
そ

の
果
す
阯
会

的
任
務

の
ゆ
え

に
n
人

々
の
経
濟

生
活

の
維
持

嚢
展
の
た
め
に
は
至

よ
り
、
廣
べ
肇

の
難

や
砒
会
醤

の
糞

の
奮

に
も
不
可
欠
の
萎

と
な
る
に
薯

た
の
濾
、
ま
さ
に
.

十

九
世
紀

以
降

に
お

け
る

「
近

代
資

本

主
義

」
・
の
成
立

と

そ

の
後

の
稜

達

に
ま

ウ
も

の

」
甚

だ

多

払
こ
と

に
鑑

み

る
と

き

、
・
=
暦
そ
れ

の
.

歴

史

性

が
痛

感
ぜ

ら

れ

、
.し

た
が

つ

て
、
今

後

に

お

い
,て
も

、
・い
か
な

る
組

織

、

形
態

を

も

つ

て
攣

化
す

る
や
、

容

易

に
豫

噺

を
許

さ

讐

,

の

ロ

し

ダ

る
ぼ
ど

の
も

の
で
あ
る
。

い
ま
、
上
述

せ
し
と
こ
ろ
を

明
か
な
ら

し
め
、
ま
た
後

述
め
所
論

を
歴
史

的
に
明
か

に
す

る
に
役
立
た
し

め
る

た

あ
、
商
業

が
分
業
交
換
輕

濟

の
成

立
と
共

に
生
域

し
、
次
い

で
近
代
資

本
主
義

の
威
立

、
稜
展

に
と
も

な

つ
て
獲
達

し
き
た

つ
た
過
程

を
素
描
し

て
み
た

い
と
思
う
。

-

、

一
般

に
^
八
類

が
、
往
昔

、
原
始
的
な
生
活
を
螢

ん

で
い
た
頃

に
は
・
そ
れ
が
個
人

経
濟
艦

で
あ
れ

、
或

は
村
落
共
産
燈
で
あ
れ
崩
艮

唄
、
常
の
衣
・
食
・
佳
に
必
覆

物
資
底

必
畜

か
ら
の
鑑
産
に
よ
つ
て
供
給
し
・
充
足
し
て
い
た
爲
壷

産
と
沿
費
は
常
に
厘

の
個
別

ヨ

醤

に
よ
り
、
人
格
的
に
統

一
せ
ら
れ
て
い
た
。
彗

.
す
れ
ば
.
生

雲

は
却
ち
消
薯

で
あ
り
、
雨
者
が
別
個
の
経
謬

宅

て
窪

、

、

す

る

ピ
と
は

甚

だ
稀

で
あ

つ
だ

の

で
あ

る
。
同
様

に
し

て
、
生

産

と
消

費

と

が
場

所
的

ハ
時
間

的

に
統

一
さ
れ

る

の
も

原
則

的
な

之
と

曳

商
業
・の
意
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察

下

・

・

へ

}
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商
業
の
意
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察

せ
ら

れ
、
換
言

す
れ
ば
、
生
産

の
場
所
と
浩
費

の
場
所

と
は
常

に
制
限

さ
れ
た
地
域
内

に
存

し
、
そ
れ

が
遠
く
相
離
れ

る
ζ
と
ば
少

ぐ
、

ま
た
時
間
的

に
も
生
産

さ
れ
た
も

の
は
、
問

も
な
く
浩

費
さ
れ

る
を
通
常

と
し
、
爾
者
は
著

し
く
近
接
し

て
い
た

の
で
あ
る
。

こ

の
と
と

は
、
往
時

、

一
般

に
交
通

の
襲
達
を

み
す
、
ま
た
貯
藏

の
脅
慣

か
あ
ま
り
存

し
な
か

つ
た

こ
と
に
よ

ゆ
て
も
容
易

に
知

ら
れ

る
と

こ
ろ

で

あ

る
。
か

瓦
る
自
給
自

足

の
維
濟
生
活

に
お
い
て
は
、
生
産
と
消

費
と
ぼ

、
上
述

の
ご
と
く
、
入
格

的
、
'
場
所
的
、
時
間

的

に
統

一
さ
れ

ヘ

ミ

て
い
る
ゆ
え
、
物
財

の
流
通
は

一
部

の
場
所
的
移
韓
を
除
き

、
ほ
と
ん
ど
生
じ
な

い

の
で
あ
る
。
そ

の
後

、
人
日
増
加
し

、
生
活
領

域

の

彊
大
す

ゐ
に
と
も
な

い
、
物
財

の
私
有

が
認

め
ち
れ

、
分
業

が
起

る
や
、
生
産
と
浩
費
は
、
漸

次
、
人
格
的
、
場
所
的
」
時
間

的

に
分
離

す

る
に
い
た
り
馬
そ
こ
に
物
財

の
流
通
を
み

る
よ
う

に
な

つ
た

。
け
だ
じ

、
領
域

の
擾
大

は
、
物

の
種
類
、
藪
量
等
を
豊

富
な
ら

し
め
、

ま
た
人

の
天
性

や
技
能

に
も
と

つ
く
技
術
的
分
業

と
自

然
的
環
境

の
相
違

に
も
と
つ
く
就
会

的
分
業

の
嚢
達

と
は
、
人

々
の
間
に
お
け
る

モ

げ

　

生

産

物

の
種

類

を
著

し

く
異

な

ら
し

め

.
し

か
も

欲

望

の
進
化

は
、
自

己

の
生

産

物

の
み

に

て
満
足

せ
す

い

他

人

の
異

る
生

産
物

を

欲

求

・

す

る

に
M
た

つ
た

爲
、

最
初

は
物

と

物

と

の
交

換

の
形

式

に
よ

り

、
後

に
は
貨
幣

を
仲
介

と
す

る
費

買

の
形
式

を

と

つ
て
、
、
物

財

の
穣
韓

、
が
行

わ
れ

る
よ

う

に
な

つ
た

か

ら

で
あ

る
。
而

し

て
、

か

」
る
物

々
交

換

の
形
式

に
ま

る
物
財

の
流

通

事
象

を

商
業

と

み
る
な

ち

ば
、

こ

こ

に
、、
一
磨

、

そ

の
起

源

を

み

だ
す

こ
と

が

で
き

る

の
で
あ

る
。

覧

一

・最

も

原
始

的
な

交
換

は
、

地

域

や
文

化
襲

展

の
程

度

を
異

に
す

る

『
種
族

と
他

種
族

と

の
間

に

お

い

て
、

余
剰

生
産

物

に

つ
き
、

物

々

.交
換

(
頃
蟄
罫
霞

。陰
嶺

富
岩
)
6

形

式

に
よ

る
と

こ
ろ

の

「
團

膣

的

交
換

」

を

も

つ

て
は
じ

ま

つ

て

い
る
が

、

未

だ
個

人

的
交

換

の
行

わ

れ

な

か

つ
た

の
は
い

一
種

族

内

の
人

々
は
、

ほ

璽
同
様

の
生

活
様

式

を

も

ち

、
職

業

上

の
分

化
も

お

之

つ

て

い
な

か

つ
た

こ
と

に
基
因

す

る

も

の
と

い
わ

ね
ば
な

ら
ぬ

。
而

し

て
か

曳
る
團
膣

的

交

換

が
爾

種

族

の
居

佳

地

の
中

間

地
帯

に
お

い

て
、
双
方

、無

言

の
う

ち

に
行

わ
れ

、

ぼ
と

ん
ど
相

互

の
接

鰯

や
通

話

を

み
な

か

つ
た

の
で

「
無
言

商
業

」

(
。慶
葺
B
冒
Φ
目
国
蟄
謬
鮎
鮎
)
～或
は

「
沈

職

取
引

」

ρ
oΩ
昌
①
洋

貯
蟄
働
①
)

㌔
と

い
わ

れ

て
い

る

が
、
ゾ

ン
バ

ル
ト
も

い
う

よ

う

に
、

こ

の
取

引

は

、
相

當
、
長

期
間

、

つ

愛

い
た

交
換

形

態

で
あ

つ
た

コ

曰

く
i
嘗

て
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維
濟

と
交

換

乏

は
同

義
語

に
解

さ
れ
、

入

類

は
交

換

に
よ

つ
て
獲

展

を

つ
璽
け

・…

:
そ
れ

は
根

本

的
な

経

濟
範

疇

で
あ

る
と
信

ぜ
ら

れ
た

時
代

も
あ

つ
た

。

…

…
我

々
ぱ

、

人

が
他
人

と
何

も

の
か
を

交
換

す

る

こ
と

を
身

に

つ
け

る
ま

で

に
は
…

…

か
な
グ

の
長
期

に
わ

た

る
訓

練

の
過

程

(
冨
昌
σQ
堵
融
誌
σq
Φ
昌

自
旨
ざ
ぽ
ロ
一臼
σq
。。賢

o
N
$
・・
$
)

を

要

し
た

と

い
う

こ
ど

を
知

つ

て

い
る
。

「
交

換
を

好

む

も

の
は
詐
…欺
を

も

好

む

」
(
薫

①
国
昼

、・。酔
凶
昌
筥

日
蟄
⊆
。。
3

①
β
・
崖
蟄
げ
診

。
げ

目
自
のゆ
凶
自
巨

国
①
曾
詠
σq
Φ
声
)

と

悟
う

こ
と

は
、

今

日

で
も

子
供

の
間

に
行

わ
れ

て

覧

い

る
。
す
で

に

ヘ

ロ
ド

ト

ス
が

カ

ル
タ

ゴ
人

か

ら
傳

え

ら
れ
た

見
聞

と

し

て
記

し

て

い
る

よ

う

に
、
本

來

の
形

態

は
沈

獣

取
引

で
あ

つ
た

で
あ

ろ

う
i
卜
-と
。
》
(
蚕

m
。
巨
冨
ま

o
霧

邑

q
Φ旨
Φ
囚
曽
郊
冨

】ぎ

弓

輩

〉
艶

.L

O
・。
ど

望

」

隔

.
ω
b

ω
・)

。

そ

の
後

、

財

貨

の
私

有

が

認

め
ら

れ
、
・分
業

組

織

も

確

立
す

る
よ

う

に
な

つ
て
、

團
艦

間

の
直
接

交

換

ぱ
次

第

に
す
た

れ

て
、
個

人
間

の
交

換

が
行

わ

れ

る
に

い
た

り

、
そ

の
目

的
物

も

、
最

初

の
農

業

生

産
者

間

に
お

け

る
余

剰

生
産

物

か
砂

、
漸

次
、

手

工
業

の
お
ご

る

に

及

ん

で
、
農

民

の
農

産

物

と

手

工
業

者

の
工
産

物

と

の
交
換

へ
と

す

」
.み
、
廣

く

生
活

用
物

資

に
わ
た

つ

て
、

全

き
交

換

経

濟

へ
の
韓

換

が
行

わ

れ
た

の

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

も

し
も

、
以

上

の

ご
と
き

團
腿

的

或

は
個

入

的
交

換

を

も

つ

て

「
商
業

」

と

み

る
な

ら

ば
、

そ

の

主
農

と
な

る
も

の
は

何

人

で
あ

る
か

と

い
う

に
、
そ

れ

は
、

後

世

の
ご

と

き
、

職

業

入

と

し

て
.の
商
入

に
あ

ら

す

し

て
、

そ
め
天

部

分

は

な

ノ

ヤ

生
産
者

の
部
類

に
囑
す

る
人

々
で
あ

つ
て
v

こ
れ
ら

の
者

の
行

う
掠
奪

的
交
換

や

一
時
的
交
換

が
多
か
、つ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
交
換
を
商

業

と
み

て
、
或

は

「
掠
奪
商
業

」

(
男
帥
⊆
び
倒
蟄
β
働
①
一
)
と
言

い
、
或

は

「
當
座
商
業
」

(
Φ
①
δ
σq
①
β
汐
巴
宏
げ
舘
轟
色
)
と
,一言
う
所
以

は
、
か

」
る
理
由

に
よ
る
も

の
・で
あ
ろ
う
。
と

ζ
ろ

で
、
も
と

「
交
換
経
濟
」
と
は
、
数
個

の
維
濟
箪
位

の
間

に
お

い
て
、
生
産
物

の
交
換

が
行

わ
れ
、
人

々
の
欲
求

が
充
足

さ
れ
る
と
こ
ろ

の
維
濟
組
織
を

い
う

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
村
落

が
敏
世
紀

の
憂
革
過
程
を
維

て
、
漸

次
、

都

市
に
成
長
し

て
ゆ
く
や
、

"
韓
期

が
お
と

す
れ
、

「
職
業

と
し
て

の
商
業
」
を
襲
生
せ
、し

め
る
莇
芽

を
生
じ

だ

の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、

都

市

0
嚢
達

に
と
も
な

い
、
職
業

上

の
分
化
を
生
じ
、
都
市

で
は
主

に
手

工
業

が
行
わ
れ
、
佃
舎

で
は
農
業

が
行
わ
れ
、
相
互

の
生̀
産
物

が
都
市

0
市
場

で
直
接
交
換

が
な

さ
れ
た

の
で
、
商
人

の
介
在

は
、

原
則

上
、
、
許

さ
れ
な
か

つ
た
け
れ
ど
も
、

す

で
に
少
籔
な

が
ら
存

在

ノ

ロ

商
業

の
意

義
に
關
す
底
若

干

の
考

察

、

、

-

。
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商
業
の
意
義
3に
晶關
す
る
若
干
の
考
察

レ
で

、
多
く

の
制
限
を
受

け
な

が
ら
も
取
引
を
行

つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
當

時
、
都
市

の
経
濟
政
策

は
㌦
都
市
と
農
村

の
相
互

の
生
産

-
物
を
交
換

せ
し

め
て
も

、
そ
れ
は
全
く
都

市
佳
戻

の
生
活
を
安
定

せ
し
め
、
以

て
都

市
経
濟

の
維
持
獲
展

を
は

か
る
に
あ

つ
た
爲
、

こ
れ
・

ら
住
民
を
賃
占

め
、
費
憎

み
、
高

い
値

段
、
粗
悪
な
品
質

、
品
不

足
等

の
ご
と
き

こ
と
か
ら
保
護
す

る

に
あ

つ
た
き
と
は
、
原
則
と
し

て

商
入
め
介
在
を
許
墓

、
す

べ
て
は
薯

的
に
響

め

霧

に
羨

て
、
嚢

す
る
こ
bと
姦

製

れ
て
い
た
の
蕩

る
。
た
薗
、
ぞ

る
商
人

の
中

に
は
定
期

市
を

わ
た

り
歩
く
も

の
も
あ

つ
た

が
、

や
が
て
、一
定

の
場
所

だ
定
着
し

て
、
都
市
を
形
成
す

る
も

の
が
少
く
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
都
市
維
濟
時
代

の
市
場
は

、
純
然
た
る

「
消
費
者

の
た

め
の
市
場

」
で
あ

つ
で

、
今
日

に
み
る
よ
憎う
な

「

商
入

の
市
場
」
で
は
な
か
づ
た
。

ア
ダ

ム

・
添
ミ
ス
が
名
著

『
國
富
論
』

に
お

い
て
、

「
文

明
杜
会

に
お
げ

る
商
業

の
大
部
分
な
い
都
市
・

ぐ

リ

へ

と

田
禽

の
住

民

の
間

に
お

い
で

行

わ

れ

て

い
る
。
そ

れ

は
、
粗

製

産

物

と
製

造

品

と
を

、
営
接

か
凶
或

は
貨
幣

ま
た

綜

そ
れ

を

代

表
す

る
或

種

の
紙

幣

の
仲
介

に
よ
る

交

換

に
お

い
て
成

立

す

る

。

田
舎

は
都

市

に
食

料
品

と
製

造

原

料
を

供
給

し
、

都

市

は

田
舎

の
農

民

に
山

部

の

工
業

生

産

物
を

返

付

し

て
、
そ

の
供

給

に
報

い
て

い
る

」

(
.類

①
ρ年

。
殉
翼
薮

曾
・・."
露

●
HH
却

雷

●
H愚

』
・。肖
.)
Fと

い

つ
た

り

は

、奎

く

當

時

紹

の
交
換

形

態

を
観

察

し
た
結

果

に
も

と
つ

く
も

の
と
言

い
得

、
か
・」
る
、.O
o
暑

七
霞
o
①
..
を

二

十

世
紀

の
今

日

に
お
げ

る
..O
o
巳
匿
窪

o
o
.鳩
に

,

比

す

る
と
き

、

た

と

え

、
交

換

と
"

う
形
式

に
お

い

て
相

違

は
な

い
と

し

て
も

、

そ

の
組

織

に
お

い
て
、

ま

た
形

態

、
業

務

に
お

い

て
、
・

そ
ゐ

間

、

大

い
な

る
差
異

の
存

す

る
と

と

が
知

ら

れ

る

の
で
あ

る
。

,

.
、

そ

の
後

、

交

通

が
襲

達

し

て
都

市
聞

の
相

互
依

存

が
お

こ
り

、
民

族
的

に
統
、一
せ

る
近

代

國
家

が
成
立

す

る

に
及

ん

で
、
都

市

維

濟

に

・

崩

壌

し
た

の
で
あ

る

が
、

そ

と

に
獲

生

せ

る
商

業

は

一
定

の
場

所

に
店

舖

を

か

ま
乏

て
隔

常

住

的

に
商
品

の
販
費

を
行

う
と

こ
、ろ

の
商
犬

に
よ

る

「
定

住

商
業

」

で
あ

る

。
而

し

て
、

こ
れ

に

い
た

る
ま

で
め

過

程

に
お

い

て
昏
商

品

販
費

の
組

織

と
し

て
、

「
行

商

」
ハ
「
渡

り
商

へ

業

」
ー

毒

讐

動
o
旨

暮

9
9
)

の
あ

つ
.た

こ
と

は
、

猫

立

的
な

商

業

の

一
形

態

と

し

て
注
'目

さ
れ

ね
ば

な

ら

ぬ
沖

行

商

と

し

て
、
最

靭

「
現
貿

わ
れ

た

の
は
、

手

工
業

者
.が
自

己

の
製

品

を
費

り
歩

い
た

も

の
で
あ

る
が
、、
後

に
は
、

他
人

の
生

産

物
を

萱

サ

歩
き

、一
ゾ

ン
バ

ル

ト
も

鞭



b

う
よ

う
に
、

初
期
資
本
主
義

の
時
代

に
壽

い
て
ぼ

重
要
性
を
失

わ
す

、
た
と
え
ば
煙
草
、

コ
ー

ヒ
、
砂
糖

、
胡
椒

の
類
は
、
彼
等

の
肩

に

σ

め
せ

て
全

ヨ
ー

ロ
陣
パ
に
費

り
さ
ば
か
れ

て
い
た

の
で
あ

る
。
行
商
人

ば
新
製
品

の
需

要
を
喚
起
し
＼

同

時

に
ド
彼
等

の
う
ち

に
近
代
的

な
商
業
精
神
を
養

つ
売
黙

で
、
重
要
な
意
義

を
も

つ
も

の
と
せ
ら
れ

る
。
行
商

は
多
く
他
國
人

に
よ

つ
て
行

わ
れ
た

が
、

ユ
ダ

ヤ
人
は
あ
・

ら
ゆ

る
國

に
わ
た

つ
て
活
動

し

て
い
た

の
で
あ
る
。

i

.

'

、
定
佳
商
業

は

一
定
場
所

に
店
舗

を
設

け
商
品

の
費
買
を
專
業

と
す

る
も

の
で
あ

る
が
、

ζ
れ

が
本
格
的
な
獲
達
を

と
げ
、

「
職
業
と
し

て
の
商
業

」

(
び
霞
髭

の蓉
器
・。お
霧

国
9
昌
q
9
)

の
成
立
を

み
て
、

い
わ
ゆ
る
商
人
身

分
が
確

立
す

る
に
い
た

つ
た

の
は
、

・十
九
世
紀
以
,

ノ

ミ

ほ

ぺ

後
の

こ
と

に
薦
す

る
び

す
な

わ
ち
、
.政

治
的

に
な
民
族
的
統

一
國
家

が
蔵
立
し
、
ま
た
経
濟
的

に
は

一
國
全
膣
を
領
域

と
す

る
交
換
経
濟

ビ

　

ら

杜
会
が
成
立

し
、
商
業
は
從
來

の
都
市
経

濟
か
ち

う
け
た
各
般

の
拘
束

を
脱
し

て
、
自

か
ら

の
道
を
歩

み
得

る
こ
と

玉
な

つ
た

の
で
あ

る

が
、

こ
れ
は
、
主

と
し

て
、
か

の
十
八
世
紀

末
葉

の
産
業
革
命

に
端
を

襲
す
渇

生
産
組
織
上

の
大
攣
革

と
、

こ
れ

に
姶
と
つ
く
資
本
主
義

　

の
制
度

的
確
立
に
よ

る
と

こ
ろ
甚
だ
大
な

る
も

の
が
存
す

る

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
こ
れ

に
よ

つ
て
、
饗
來

の
手

工
業

は
機
械

工
業

忙

憂
り
、
家
内

工
業

は
工
場

工
業

に
移
り

て
、
市
場
を
樹
象

と
ナ

る
と

こ
ろ

の

「
商
品
生
産
」

が
擾
大
的

に
行
わ
れ
、
生
産
者

は
自

己
の

ρ

生
産
物
が
何
人
に
ょ

つ
て
浩
費

ぜ
ら
れ
る
や
を
知

ら
す

、
消
費
者
ま
た
何
人

の
生
俺
せ

る
も

の
な

る
や
を
知
ら
す
し

て
、
日
常

、
商
品

を

へ

消
費
す

る
と

こ
ろ

の
市
場

生
産

の
時
代
と
な
り

、
こ
」
に
爾
者
間

に
存
す

る
入
格
的
、
場
所
的
、
時
闇

的
懸
隔
を
連
結
す

る
た
め
、
商
業

の
存
在

が
必
要
不
可
訣

の
も
の
と
な

つ
た

の
で
あ
る
、

い
わ
ゆ
る

「
再
販
費

の
た
あ

の
購

入
」
と
い
う
と
と
が
、
本
格

的

に
有

わ
れ

だ
し

た
の

拡
、

こ
め
時
代

の
こ
ど

で
あ

る
。
そ

し
て
、
大
量

生
産
が
・
と
き

に
過
剰

生
産

の
様
相
を
呈
す

る
や
、
こ
れ
が
解
決
を

は
か

る
た

め
、

鞠

い
わ
ゆ

る

「
配
給
輕

濟
問
顯
〔

を
獲
生
せ

し
め

て
、
こ

」
に
商
業

は

一
暦

の
重
要
性
を
帯

び
て
著

し
き
焚
達

を
と
げ
、
當
初
、
生
産
者

と

明
・
消
萎

と
の
嵩

に
た
f
鍾

段
階
と
し
て
介
在
し
頂

た
肇

は
、
塞

に
讐

分
化
し
て
、
選

裂

仲
買
e
小
峯

の
商

業

が
配
給
組
織
内

に
生
起
t
、
分
業
的

に
そ

れ
ぞ
れ

の
業
務
を
捲

當

し
た

の
で
あ

る
。
卸
費
商
業

と
小
費

商
業

込

σ
分
化

は
、

イ
ギ
リ

ス

商
業
の
意
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察
,

鞠

.
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暦
そ

れ
が
顯
著

と
、な

つ
て
き
た
。
ザ
な

わ
ち
、
齎
品
費
買
業

が
買
集

、
卸
萱

、
仲
買
、
小
費
等

の
各
業
態

に
分

化
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
配
給
圏
内

に
お

い
て
は
、
蓮
途
、
保

管
、
金
融
、
保
瞼

等
、
配
給
業

務

の
途
行

に
必
要
な

一
切

の
職

務
を
澹

當
し

て
ぎ
た

の
で
あ

る
が
、
や
が

て
時
代

の
進
展

に
と
も
な

い
、.
分
業

の
理
法

に
も
と
つ
く
と

こ
ろ

の
專
業

化
を

み

て
、
!職

種
別

に
商
品
責

買
業

の
ほ
か
、
蓮

逡
業

、
倉
庫
業

、
金
融
業

、
保
瞼
業

等
、
別
個

の
新

七

知
商
業

を
生
起
せ

し
め
、
更

に
こ
れ
ら
新

し
き
各
職
種
別

商
業

の
中

に
お

い
て
も
、

ま
た
細
分
化
を
み
た

の
で
あ
る
。
か
く

て
、
商
業

は
縦

に
ま
た
横

に
分
化

ア
る
に
い
た

つ
て
、

一
慮

、
そ

の
襲
展

の
頂
鮎

に
達

し
た
か

の

ご
と
く
思

わ
れ
る

の
で
あ

る
が
、
や
が

て
二
十
世
紀

の
後
牟

に
入
れ

る
今
日
に
お

い
て
は
、
資
本
主
義

の
高
度

の
獲
展

に
と
も
な

い
、
商

ら

、業
、
特

に
商
品
費
買
業

に
つ
き
、
そ

の
慶
除

傾
向
を
反
面

に
走
も
な
う
と

こ
ろ

の
、
新

し
き
商
業
組
織

が
構
成

せ
ら
れ

る
よ
う

に
な

つ
て

'

き
た
。
ず

な

わ
ち

、
商
品
費
買
業

は
、
軍

に
從
來

の
固
有

の
商
業
者

が
経
螢
す

る
も

の
に
か
ぎ
ち
す

、
そ

の
販
費
面

に
お
い
て
、
本
來

の

ず

ヘ

ヘ

モ

リ

生
産

者

に
麟
ず

る
製
造

工
業
者

や
農
民

の
組
織
す

る
農
業
協

同
組
合

(
販
費
組
合
)
等

の
維
螢
す

る
も

の
が
現
わ
れ
、
ま
た
購
賀
面

に
お

い
て
困

本
來

の
沿
費
者
た

る

一
般
民
衆

の
組
織
す

る
生
活
協
同
組
合

や
そ

の
他

の
購
買
組
合

の
経
螢

に
よ
る
も
め
も

生
じ

、
更

に
大
資
本

に
よ
る
卸
費
会
杜

や
百
貨
店
等

の
経
螢
も
獲
達

し
て
、

こ
れ
に

よ
り
、
漸
次

、
小
資

本

の
商
業
者

は
康
除

さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か

も

、
近
時
、
'公
企
業
や
公
共
企
業
燈

の
ご
と
き
、

全
く
公
共

の
利
釜

を
増
進
す

る
た

め
、
商
品

の
費

買

を
行

い
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行

う
も

の
も
生
じ

て
、
こ
れ
ら
が

い
わ
ゆ

る

「
資
本
主
義

の
肚
会

化
」
と
い
う
薪
動
向

に
即
鷹

し

て
《
重
要
癒
原
料
、
資

材
や
主
要

生
活
必

助

需
ロ
㎜
等

の
配
給
を
公
正
、
且
、
圓
滑

に
行
う
た

め
の
維
螢
形
態
と
㌔

て
と
ち
れ

る
雀
い
騰

つ
て
は
、
商
業
概
念

に
つ
凌
h

著

し
き
攣
化

の

.
σ

あ
る
ご
と

が
知
ち
れ

、
も
は
や

一
世
紀
前

は
も

と
よ
り
、
十
年
前

の
商
業
概
念

を
も

つ
て
し

て
も
,
今
臼

の
そ
れ

を
正
確

に
把
握

す
る
に
、
'

.
商
業

の
意
義
に
關
す

ろ
若
干

の
考
察

ヨ

ヒ

し

で
は
十

六
世
紀

、

Z

『
ン
ス
で
は
十
七
世
紀

の
頃
と

い
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
が
萬
径

式

の
商
品
費
買
業

よ
り
、
特
定

の
商
品
を
取
扱
う

・

專
門

的
な
費
買
業

に
移

行

し
た

の
は
A
資
本
主
義
成
立
後

、
特

に
十
九
世
紀
に
入
り

て
か
ら
顯
著
な
、も
の
が
み
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

近
代
商
磯

上
記

の
ご
と
く
、
滴
品
費

買
藁

の
縦

の
分
化

に
ょ

つ
て
獲
達

を
と
げ
た

の
み
な
ら
す
、
更

に
積

に
分
化
す

る
こ
と

に
ょ

つ

ダ
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ノ

困

難
を

お

ぼ

え

る

ほ
ど

の
攣

貌
ぶ

り

が

み
ら

れ

る

の
で
あ

る
。

.

[

こ
れ

を

要

す

る

に
、
商
業

の
概

念

鳳
時

代

を

こ
え

て
固

定

し

て

い

惹
も

の

で
な

く
、

時
勢

の
進
展

に

つ
れ

て
憂

化

す

る
も

の
で
み

る
。

ノ

へ

既

述

せ
し
と
こ
ろ
峰
よ

つ
て
眠
か
な

る
ご
と
く
、
太
古

の
昔
、
異

種
族
間

に
お
い
て
行

わ
れ
た
團
艦
的
交
換

(
無
言

商
業

)
を
、
都
市
経

濟

の
時
代
、
都

市

の
佳
民
と

田
舎

の
農
民
と

の
間

に
行

わ
れ
た
強
制
的
直
擾

交
換

に
比
す

る
と
き
、
明
か

に
概

念
上

の
差
異
が
認

め
ら

れ

・
る
し
、
ま
た
、
新

し
き
生
産
組

織

の
績
毘
し
た

産
業
革
命

の
時
代
∩
再
販
費

の
た

め
の
購

入
と
い
う
螢
業

が
、

一
國
経
濟
組
織

の
成
立

に

不

可
歓

の
要
素

と
な

り
、
漸

く
商
人

の
地
位

が
確
立

し
た
頃

の
商
業

と
、
資
本

主
義

の
高
度

に
襲
展

し
.て
い

一
部
に

い
わ
ゆ

る

「
肚
会
北

商
業

」
と

で
も
名
付
く

べ
ぎ
も

の
玉
嚢

生

せ
る
今
日

の
そ
れ

と

の
間

に
も
、
著

し
き
相
違

の
あ
る

こ
プ
}が
知
ら

れ
る

の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ

之
、
古
今

を
通

じ

て
攣
ら

ざ
る
商
業
概
念
を
求

め
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
不

可
能

で
あ

つ
て
、
同
様

に
そ

の
意
義

に
つ
い
て
も
、
種

々
の

異
な
れ

る
も

の
を

み
る

の
で
あ

る
。
、然
ら
ぱ
、
今
日

、
商
業

の
意
義

は

い
か

に
解

さ
る

べ
き

で
あ

る
か
、
次
章

に
お

い
て
論

述
す

る
こ
と
.

と
し
よ
う
。

竃

商

r業

學

読

の

吟

味

ノ

・

'

一

過

去

の

商

肱栗

学

一読

魑
,

、

'

今

日
、

商
業

の
何

た

る
か

に

つ

い
て

は
h
、後

蓮

の
ご

と

く
、

多

く

の
論

者

に
よ

つ

て
種

々
の
定
義

が
行

わ
れ
、

い
す

れ

も

現

代

に
お
け

ズ

る
商
業

の
目
的
、
組
織
、
職
能

等

に
つ
き
、
何

等

か

の
解

明
黄

え
て
壌

の
で
薯

が
、
し
か
し
、

こ
れ
は
、

多
少

券

お

ら
す
、

過
去

に
お

い
で
斯
学

の
論
者

が
行

つ
た
諸

学
読

に
も
と

づ
き

つ

玉
、
爾
後

の
時
勢

の
進
展

に
と
も
な

う

こ
れ
が
概
念

の
攣
遷

た

、適

磨

し

　

タ

で

、

改

革

を

施

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

ゆ

え

、

こ

玉

に
、

一
憲

、

過

去

に

お

い

て

、

商

業

は

い
か

な

る
意

義

を

與

え

ら

れ

て

い
た

か

、

簡

軍

に
論

蓮

し

て

お

こ

う

。

一

「

、

商
業

の
出思
義

に
關
す

る
若
干

の
考
察
、

・

、
、

、

一
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商
業
の
意
義
に
關
す
る
若
干
の
考
察

r

日

先
す
、
財
貨

の

「
交
換

」
を
む

つ
て
商
業

と
み
る
学
説

が
あ
げ
ら
れ
る
。

、

こ
れ
は
、
.
從
來
、

「
交
換
則
商
業
読

」
と
稻

さ
れ

て
き
た
も

の
で
あ
ゐ
。
主
と
し

て
、
中
世

の
都
市
経
濟

の
時
代

に
行

わ
れ
た
と

こ
ろ

リ

ロ
ぐ

の
直
接
交
換
を
指
し

て
、
商

業
と
定
義

し
た
も

の
で
あ

つ
て
、

既
述

の
ご
と
く
、

ス
ミ
ス
が

「
文

明
就
会

に
お
げ
る
商
業

の
大
部
分

は
、

都
市
と
田
舎

の
位
民
間

に
お
け
る
交
換

で
あ

る
]

と
言

い
、

ま
た

メ

ロ
ン
が
・「
商
業

と
は
余
剰
品
と
必
要
品
と

の
交
換

で
あ
る

」

(
H
①

・

ノ

　
　

　

O
o
目
岩
①
目
o
①

①
ωげ
一、曾

げ
蟄
昌
σq
o

9
鐸

。。高
b
①
目
注
昌

ざ

β
軌
o
①
ζΩこ陰
鈴
目
ρ
)
と

い

つ
た

の
は

こ
れ

に
あ

た

る
。

思

う

に
事

物

の
具

有
す

る
名

稽

は
、

そ

の
時

代

、
そ

の
肚

会

に
お

け

る

一
つ

の
便
宜

的
手

段

と
し

て
附

け
ら

れ

る
も

の
で
あ

る
か
ら

バ

嘗

て

の
都

市

経

濟

の
時
代

に
「
直

接

交

換

」
が

商

業

と

い
わ

れ
、

そ

れ
以

外

に
商

業

と

み

る

べ
き

も

の
が
な

か

つ
た

と

い
ケ

の

で
あ
れ

ば

、ー

そ
れ

は
、
そ

の
時

の
商
業

の
定

義

と

し

て
認

め
ら

れ

て
ま

い
で
あ

ろ

う

。

し
か

し
な

が
ら

、

今

日

に
お

い
て
は

、
物

の

「
交
換

」
が

行

わ

れ

さ

之
す

れ

ば

、
そ

れ

が
直

ち

に

「
商
業

」

と

み
ら

れ
得

る
も

の
で
な

く
、
商

業

と

し

て
成

立
す

る
た

め

に
は
、

そ

こ

に
何

等

か

の
限
定

が

な

さ
れ

る

こ
と
を

要

す

る
。

す
な

わ

ち
、

そ

の
交
換

が

、
或

目

的

の
も

と

,

一
定

の
組

織

に
よ

り
、
」肚
会

的

に
有

用
な

任

務

を

は
た

し

ハ

て
い
る
と

い
う
が

ご
と
き

こ
と
が
必
要
と
な

る
の
で
あ

る
。

か

く

で
、
今
日
、
軍
な

る

「
交
換
」
を
も

つ
て
、
商
業
と
み

る
こ
と
は
許

さ
れ
ざ

る
の
み
な
ら

す
、
更

に
上
記

の
直
接
的
交
換
を
今
日

の
襲
達

せ

る
交
換

に
比
す

る
と
き
、

そ
の
間

、
,経
濟
的
舵

み

て
、
本
質
的
な
差
異

の
存
す

る
こ
と
は
留
意
を
要
し
よ
う
。
嘗

て
歴
史

牽
派

め

学
者

、
.
ヒ
ル
タ

ブ
ラ

ン
ダ

(
国
旨

冨
o
口
出
餌
①
び
蜀
β
q
ヴ

は
、
人
類

の
経
濟
的
襲
達

を
交
換

の
方
面
か
ら

三
期
に

分
け

、
第

「
期

の
自
然

,

経
濟

(
け
ざ

属
9
自
鑑
乱

甘
審
。
げ
蒐
げ
)

の
時
代

に
は
物

と
物

乏

の
直
接
交
換

が
行

わ
れ
、
第

二
期

の
貨
幣
輕
濟
(
∪
ざ

Φ
①
蜀
乱

含
。。
o
冨

津
)

の
時
代

に
は
物
を
貨
幣

に
代

え
、
貨
幣
を
物

に
代
え

る
間
接

の
交
換
が
行
わ
れ
(
第
三
既

の
信
用
経

濟

(
e
冨

国
器
働
罫
乱

洋
の
0
9

津
)

の

時
代

に
は
信
用
制
度
を
併

用
し

て
、
物

と
貨
幣

及
び
信
用

と
が
交
換
せ
ら
れ

る
と
読

い
て
い
る
が
、
と

の
よ
う
に
、
今

日

の
交
換

は
信
用
制

ノ

し

な

の

度

の
獲

達

に
よ

り

、̀
蚕

來

、

同

一
の
物

ま

た

は
同

償

の

物

を

授

受

す

る

約
束

、
す
な

わ
ち
信

用

で

(臼
墓

ぐ
①
屡
肩

①
。
律
Φ
昌

q
3

営
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ロ

ま
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国
⊆
犀
β
β
津

9
Φ
昌
石・σ
ぎ
①
昌

o
幽
①
目
①
甘
①
β

σq
ざ
凶。
岸
o
β

ぞ

Φ
詳

N
賃
目
5ー
。
犀
碧

①
器
蜜
暮
①
昌
∴
鼻

個
一
σq
o
σq
①
昌

屠
目
⑦
9
登

)

交
換

が
行

わ
れ

て

い

る

(

。
ゆ

え
、

h

記
、

ス

ミ

ス
等

の
意

味

し
た

交
換

と
非
常

に
異

る
も

の
が

み
ら

れ

る

の
で
あ

る
,

「
交

換
則

商
業

読

」
を

指

し

て
寸
過

去
璽

学

涯
読

と
.い
う
所

以

は

、
實

に

か

』
る

理
由

に
ょ

る
も

の

で
あ

る
。

・

一

.

,

-
ー
-
-

'

・
◎

次

に
、
財

貨

を

「
再
販

費

の
た

め

に
購

入
す

る

経
螢

(
螢

業

)

」

を

商
業

と

み

る
学
読

が

あ

げ
ら

れ

る
。

こ
れ

は
、

從

來

、

「
再
販

費

購

入
読

」

と
繕

さ

れ

て
き

た

も

の

で
あ

る
。
主

と
t

て
、
,
近

代
資

本
主
義

の
成

立
以
後

、
・
特

に
+

九

世
紀

'
以

來
、

財
貨

の

流

通

は
商

人

が
購

入

し

て

こ
れ

を

販
費

す

る
と

い
う

形
式

に
ょ

る

こ
と

が
常

態

と
な

り

、
商
業

は
職

業

と
し

て
.の
猫
立

的

な
螢

利

行

爲

(9
昌
①

び
霞
自

嵩
9

ρ

器
ま

。・慈

β
象
σq
や
国
月
類
再

げ
乙。銭

菖
σq
犀
①
詳
)
.と
な

る

に

い
た

つ
て
唱

之

だ

さ
れ

た
も

の

で
あ

る

。
レた

と

え
ば

、
レ
キ
ヂ

ス
が
「
商

業

は
利

潤

を
目

的

と
し

て
財

貨

を

交
換

し

う
ま

た

は
購

入

し
(
]四
一β
げ
勲
⊆
ロ慶O
】PΦ
の
O
自
O
円
b
β
犀
勲
ρ
馬の
ぐ
O
β

(注

ゆ㊦
胃
け
)

　
　

　

そ
れ

を

再
販

費

す

る

と

こ
ろ

の

(尋

δ
9
霧
く
o
鼠
詳
・Ω
。・①
旨

お
σq

q
①
屡
①
冒

⑦
β
〉
螢
業

的

経
螢

(
σq
①
司
①
暑

uΩ日
餌
艶

σq
9
冒W
Φ
藍

①
ぴ
)

癒
あ
、る
」
員と

、

言

い
、
ま

た

「
商

業

は
本

來

の
意

味

に
お

い
て

、
螢

業

的

に
行

わ
れ

る

商
品

或

は

有

憤
誰

券

の
購

入

と

再
販

費

(
b
遡

o
ぽ
鑑
塗

β
σq

q
β
q

ヒ

ノ

零

①
詳
鶏

く
Φ
鼠

⊆
石。
酸
①
目
巨
昌
σq

ぐ
o
戸

老

霞

①
戸

o
働
o
貯

図
く
①
き

娼
蟄
覧

①
同
Φ
昌
)

で

あ

つ

て

、

そ

の
際

、
商

品

の
實

髄

は
何

等

攣

化

婆

れ

る
竜

σ

で
な

ノ

　
る

　

ロ

ぼ

い

の

で
あ

る
」

と

い

つ
て

い

る
が

ご

と
き

、

ロ
ーッ
シ
ヤ

ー,
が

「
我

々
は
商
業

を

再
販
費

(
宅

冨
師
霞
く
①
涛

碧

こ

の
た

め
、
螢

業

的

に
行

わ

れ

る
購

入

(
σq
Φ
考
鴇
び
醤
器
・・ゆσq

び
①
育
δ
げ
㊦
β
Φ

宍
碧

け
置
)

と
解

す

る

。

そ
れ

ゆ

え
3
軍

な

る
生

産

者

の
費

却

業

務

や
軍

な

る
浩

費
者

、の
螢

、

'利
霧

と
雑

に
騎

せ
ら
れ
る
讐

お

て
い
る
が
ご
ぎ

、
マ
タ
牽

爵

養

塵

義

入
、
交
隻

び
簸

婁

肇

的
に
行

う

こ

と

で

あ

る

(
出
雑
⇔
働
①
一
粧
静

σq
o
詔
㊥
塚
び
目
器

臨
σq

げ
⑦
育

一Φ
び
①
β

q
①
目

團
監

犀
蟄
昌
恥

目
β
q
.
掴
一β
蜜

低
。駐
o
げ
、
〈
o
置

Φ
舘

o
鳳
昌

昌
昌
黛

.急

①

一

、
≦

融

侮
霧

く
。
鼠

g
器
再

毒

σq

自
Φ
目
。・
Φ
ぢ

①
昌
》

。
そ

の
主

な

る

目

的

は

財

貨

に

加

エ

レ

て
供

給

す

る

こ
と

で
な

ぐ

、
㌔.或

は

自

己

の
溝

費

に
供

す

　
　

　

雄

・

る

こ
と
で

も

な

く

、

利
潤

を
得

て
再

販
費

す

る
、
(
乱

①
q
霞

筈

N
口
の
①
訂
①
霞
)
、こ

と

で
あ

る

↑
と

い
つ

て

い

る

の
は
・
す

べ

て

と
れ
に

當

る
。

一

思

う

に
再

販

費

の
た

め

、
財

貨

を
。購

入
す

る
と

こ

ろ

の
経
螢

は
、

今

日

σ
商
品

費

買

業

に

つ

い

て
・み

ら
れ

る
ど

こ
ろ

で
あ

り

、
.
し
か

、
'

・

商
業
の
意
義

に
關
す

ろ
若
干
の
考
察
-

.

.
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商
四業

の
意
義

に
關

す

る
若

干

の
老
黒祭

8

『

一

'

ロ

ヘ

へ

も
そ

の
頁
買
経
螢

が
螢
業
的

に
行

わ
れ
る
よ
と
も

、
多
く

の
商
業
経
螢
乏
異

る
ま
こ
ろ

が
な

い
か

の
ご
と
く
み

之
届
ゆ
え
、
こ
れ
を
過

去

の
学
読

と
し

て
と
軌
み
げ

る
こ
と
は
、
或
は
不
當

と
せ
ら
れ

る
か
も

七
れ
な

い
。
否
、
こ
れ

が
前
述

の

「
交
換
則
商
業
読
」

と
異
り
、
交

換

に
代

る
に
萱
買
を
も

つ
て
し

、
し
か
も
商
業

の
目
的
は
螢
利

に
あ

る
と
明
言

せ
る

こ
と
は
、
む

し
ろ
現
代
性
を

そ
な

え
た
も

の
と
さ
え
、

い
わ
れ

る
か
も

し
れ
な

い
。
＼
た
し
か
に
中

世
の
砒
会

に
お

い
て
は
、
商
業

が
、
何
等
、
財
貨

の
償
値

を
増
加
す

る
こ
と
な

く
、
た

貸
そ

の

は

へ

ゑ

所

在

を
攣

え

る

に
す
ぎ

ざ

る
も

の
な

る

の
ゆ

之
を
も

つ

て
、
螢

利

主
義

を

と

渇

こ
と
を

排

斥

さ
れ

、

ヨ
ー

廿

ッ
パ

で
は

、

キ
リ

夙
ト
敏

の

教

理

に
も

と

る
と

い
う

理
由

に
よ
り

、
禁

止

さ
れ

て

い
た

こ
と

周
知

の
通

り

で
あ
り

、

ま
た

我

が
國

で
も

、

か

」
る
職
業

の
ゆ

え

に
、

い

膨
ゆ

る
士
、
農

、

工
、

商

と
稽

し

て
、

商

人

は

四
臣

の
最

下
位

に
お

か
れ

て
ぎ

た

の
で
あ

る

が
、

こ
れ

が
資

本

主
義

の
成
立

と
共

に
商

品

生

産

が
行

わ

れ

る

や
、

螢

利

は
公
然

と
認

め

ら
れ
、

や

が

て
、當

然

の

こ
と

」
し

て
、

商
業

も

こ
れ

を
目

的

に
維
螢

し
得

る
よ

う

に
な

つ
た

ハ

の

で
あ

る
か

ら
、

こ
れ

を
古

き

学
読

と

し

て
捨

て
去

る

こ
と

は

で
き

な

い
よ

う

に
思

わ

れ

る

の
で
あ

る
。

四

し
か
し
な
が

ら
(
今
日

に
お

い
て
、
螢
利

の
目
的
を
も

つ
て
再
販
費

の
た
め
購
入
す

る
輕
螢

の
み
を
、
商
業

と
み

る
こ
と
は
正
當

と
言

い
難

い
。
何
と
な
れ

ば
、

成
程

、
前

述

の
通

り
.
近
代
資
本
主
義

の
成
立
以
來
、
商
業
者

は
螢
利

の
衝
動

に
か
ら
れ

て
商
品

の
費
買
を
行

まつ
て
き
た

こ
と
甚

だ
多
く
h
た

め
に
こ
れ
が
商
業

の
本
質
的
要
素

で
あ

る
か

の
こ
ど
く
み
ら
れ

て
き
た

こ
と
も
あ

る
が
、
し
か
し
螢

利

の

衝
動

は
、

ぴ
と
り
商
業

の
経
螢

に
の
み
特
有

の
も

の
に
あ

ら
す
、

他

の
工
業
、
農
業
等

の
ご
と
き
生
産
業
た
も
存
す
る
も

の
で
あ
り
、
,
し

か

も
今
日
に
語

い
て
は
、
協

同
組
合

や
公
企
業

の
経
螢

に
み
る
ご
と
く
螢
利
を
目
的
と
せ
す
、
公
釜

の
維
持
増
進
を
目
指

し
て
商
品
め
萱

、

買

そ
の
他

の
業

務
を
行

う
も

の
も
存
し

、
吹
第

に
常

態
化

せ
ん
と
す

る
傾
向
た

あ

る
か
ら

で
あ

る
。

ま
た
後
述
す

る
ご
と
く
、
今

日

の
大

工
業

に
お
け
る
配
給

経
螢

や
協

同
組
合

の
配
給
経
螢
等

ば
、
必
す
し
も
再

販
費

の
た

め
に
購
入
す

る
経
螢

忙
む
ら
・ざ

る
も
,の
い
甚
だ

多

い

ア

へ

し

し

鮎

に
お

い
て
、
斯
読

は
要
當
性

を
欠
く

の
み
な
ら
す

、
更

に
銑

述

の
ご
と
き
、
商
業

の
横

の
分
化

が
す

玉
ん

で
金
融
業

、
蓮
邊
業

、
保
瞼

業

、
倉
庫
業
等

の
商
業
を
み

て
、

こ
れ
ら

が
"
全
然
、
財
貨

の

「
再
販
費

の
た

め
の
購
入

」
と
い
う
経
螢
(
螢
業
)
に
あ

ら
ざ

る
と
と
は
、

、



b

斯
読

が
十
分

の
現
代
性
を
も

つ
も
の
と
み
る
を
許
す
も

の
で
な

い
。

'

σ

偽

更

に
・
商
萎

も

つ
て
財
貨

の

「
生
産
部
門
」

と
み
る
学
読

が
あ
げ
ら
砦

・

.

-

こ
れ

は

、
從

來

、

「
商

業

生

産
読

」

と
稽

さ
れ

て
き

た

も

の

で
あ

る
。

主

と

し

て
、
フ

ィ
ヂ

オ

ク
ラ

ー
ト

に
よ
り

、
、十

八
世
紀

の
頃

、
農

業

の
み

践
眞

の
生

産

を
行

う
も

の
で
あ

る

と

い
う
見
解

の
と

ら
れ

た

の
に
謝

し
、

セ
イ

(
臼
①
舅

廓
碧

菖
ω
8

0a
譜

)

が

こ
れ

を
排

し

て
、

生

産

は
軍

に
有

形

生

産

の
み
な

ら
す

、
無
形

的

、
非

物
質

的

な

も

の

」
あ

る

ご
と

も

認

み

、
商

業

や

工
業

は
敷

用

を
創

造

す

る

の
ゆ

え

に
・

生

産
的
な

も

の
と

し

た

の
と
符

合
す

る
も

の
で
あ

る
。

た
と

え
ば
、

エ
ー

レ

ン
ベ
ル
ビ

が

「
商

業

は
輕

濟
財

に

つ
き
、

自

然

の
場

所

的
窮

ノ

ヒ

乏

を
克
服
す

る
こ
と

(
§

α
邑

諄

①
昏

簿
題

毎

;

亀

影

酔霞

き

乱

量

◎
疑

籠

魯
鰹

象

げΦ
昌

N
・

霧

鶏
乱

琶

鶏

)
を
任
務
と

へ

　
　

　

す

る
生
産
部
門

(
国

o
山
犀
犀
菖
o
塗
鴛
ゆ
)

で
あ

る
」
と
い
つ
て
い
る
の
は
と
れ

に
あ
た
る
。

'

思

う
に
今

日

の
維
濟
組

織

の
も

之

に
あ

つ
て
は
、
財
貨

の
償
値

は
農
業

、
鑛

業
等

の
ご
と
き
物
助

の
性
質
を
攣
す

る
技

術
的
純
生
産
行

爲

に
ょ

つ
て
培
加

す

る
の
み
な

ち
す

、
更

に
財

貨

の
所
在
を
攣
更
す

る
肚
会
的
流
通

に
よ

つ
て
も
増
加

し

て
い
る
よ
う

に
み
ら
れ

る
。

こ

れ
は

セ
イ
が
、
パ

リ
で
ス
ペ
イ

ン
の
葡
萄
酒
を

買
う
と
す

れ
ば
ハ

支
彿

う
貨
幣
と
受
取

る
葡
萄
酒

と
は
等
し

い
債
値
を
も

つ

ズ
を
り
、

葡

萄
酒
が
そ
れ
だ
け

の
償
値

を
も

ち
得
る

の
'は

「
そ
れ
を
蓮
逡
し

て
、
商

人

の
手

に
ょ

つ
て
實
際

に
債
値

が
増

大
し
て
い
る
か
ち

で
あ

る
し

ヘ

ロ

　
　

　

(
鈴

く
巴
①
β
目

。。、6
蓉

急
艮
蜜
菖

O
居
①
暮

蟄
8
コ

O

①
β
昏
①
♂
ω
目
鈴
塁

山
ロ

8

巨
唐
①
円
3

β
甘

娼
起

δ

淳
蟄
霧

b
O
昌
・)

と

い

つ
た

こ
と

に

よ

つ
七

、

よ

く
知

ら

れ

よ

う

。

-

・

量

i

し

か

し
な

が
ら

、
商
業

が
財

貨

の
憤
値

を
増

加

し

て
、

生
産

的

な

る

の
ゆ

え
を

も

つ

て
、

そ

れ

を

農
業

そ

の
他

の
生

産
業

と
同

一
覗
す

剛

菊

こ
と

は
許

さ
れ

な

い
。
も

と
も

と
最

初

の
生

産

よ
り

最
後

の
浩

費

忙

い
た

る
経

濟

過

程
を

考

え

る

と
き

、
生

産

過

程

と

流

通

過

程

と

覗

は
判
然
と
嘉

せ
ら
嶺

か
の
壼

ハ萎

響

が
謹

過
程
の
中
に
流
通
諜

を
包
含
し
、
流
婆

も
つ
て
奮

謬

と
髪

、

そ
れ
自
燈

の
存
在
を
認

め
ざ
る

が
ご
と
き
見
解

は
正
當

と
言

い
難

い
。
か
く

て
流
通

過

程

に
お
け
る
経
濟
活
動

の
組

織
と
し
て
商
業

が
存

商
業
の
意
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察

、



■
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＼(18)

商
業
の
出息
義
に
臨
附す
ろ
繭右
干
の
考
{祭

,

,

在
し
得

る
こ
と

」
な

る
。
も
ち

ろ
ん
今
日

の
生
産
企
業

は
、
そ

の
内

部

に
お

い
て
、
原
料
、
資
材

の
購
入

や
製

品

の
販
費
等
を
行
う
部
門

を
有
し
、

こ
の
部
門

の
み

に
つ
い
て
は
、
た
し
か

に
商
業

維
螢

が
存
す

る
も

の
と
言

い
得

る

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

こ

の
ゆ

え
を
も

つ

て
、、
そ

の
産
業

の
活
動
や
組
織

の
全
燈
を
商
業

と
み
る
こ
と
は
許

さ
れ
る
と

之
ろ
で
な

い
。
な
お
、
斯
読

は
、
商
業

の
敵
会
的
任
務
を
生
産

と
消
費

の
間

に
存

す

る
場
所
的
懸
隔

の
蓮
結

に
の
み
求
め
で

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ

の
任
務

は
こ
れ

で
り
き
る
も

の
で
な
く

、

更
に
重
要
准

も

の
と
し
て
人
格
的
懸
隔

と
時
間
的
懸
隔

の
連
結
を
は
か

る
と
い
う

こ
と
喝
存

す

る
ゆ
え
、

こ
れ
ら

の
黙

に
お
い
て
も

、
甚

だ

し
く

正
當

性
を
欠
く

も

の
と

い
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

ぎ
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①
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℃
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ρ
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Hco
9
噂
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●
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二
「

現

在

の

商

業

.学

読

「

'

〆

周
知

の
通

り

、
今

日
、

通

行

の
商
業

概

念

と

し
て

は
、

す

で

に
砥

田
敬

太
郎

博

士

に
よ
り

、
、
コ
買
買
螢

業

読

」

「
配
給

組

識
盟

読

辱

及

び

「
取
引

企

業

読

」

の

三

つ
が
あ

げ

ら

れ
、
そ

れ

ぞ
れ

所
読

の
要
黙

と

、
そ

の
批

判

、

,主

張
等

が

行

わ
れ

て

い
る
.(
幅
田
敬
太
郎
博
士

『
新

訂
商
業
概
論
』
昭
和
+
四
年
、
参
照
)
刃
し

た
が

つ

て

「
現
在

の
商
業

学

読

」

に

つ
い

て
は

、

こ
れ
ら

三
者

の
論

遽

の
み

に

て
足
り

、

こ
れ

以

「

'

〆

r
一



助

上
、
何
も

の
を
も

つ
け
加
え
る

の
要
を
み
な

い
か

の
ご
と
く
思
吻
れ

る

の
で
あ

る
が
、

し
か
し
、
そ

の
後
、
我
が
國

で
唱

之
ら

れ

て
い
る

d

諸
学
詮

の
中

に
は
・
な
譲

密
な

る
分
類

に
お

い
三

若

干
・
ζ
れ
ら

三
者

と
離

を
異

に
す

る
も

の
も
あ

る
よ
う

髪

え
ら
れ

る

の
で
・

以
下

こ
れ
ら
を
も
含

め

て
、
現

在

の
商
業
学
読
を
論
述

し
、
そ
れ
ら

の
吟
味
を
も
試

み
る
こ
と

」
し
よ
う
。

の

費
買
企
業
読

(
費

買
螢

業
読

)

、

・

こ
れ
は
、
從
來
、
主

と
し
て
経
濟
学
者

の
聞

に
お

い
て
と
ら

れ

て
き

た
通
詮

で
あ

つ
て
、
商
品

の
費
買

を
行

う
企
業

(
螢
業
)
を
商
業

・

と

み
る
も

の
で
あ

る
。
斯
読

の
我

が
國

に
お
け
る
代
表
者

は
故
内

池
廉
吉

博
士

で
あ

つ
て
、

そ

の
著

『
改
修
商
業

学
概
論
』

(
昭
和
+
三

年
改
修
第
四
+
版
)
に
よ
れ
ば

、

「
商
業

と
は
貨
物

の
交
換
若

く
は
費
買

に
ょ
り
生
産
者

勘
溝
費
者

と
の
間

に
存
す

る
人
的

乾
場

所
的

し
時

」
閤
的
懸
隔

を
連
結
す

る
を
目

的
と
す
る
企
業
な

〃
L
」へ
上
掲
書
、

一
六
頁
)
と
し
」
商
業

は
次

の
要
素

よ
り
な

る
も

の
と
す

る
。
す
な

わ
ち

「
第

一
、
商
業

は
貨
物

の
交
換
若
く
は
費
買
を
手
段

と
す

る
。
第

二
馬
商
業

の
目
的

は
貨

物

の
生
産
者

と
貨
物

の
溝
費
者

と

の
間

に
存
す

一

る
人
的

・
場
所
的

・
時
間
的
懸
隔

を
連
結
す
、る
に
在

る
。
第

三
、
現
代

に
於
け

る
商
業

は
企
業

で
あ

る
」
と
。
こ
れ

に
つ
い
て
み
る
に
㍉

先
す
、
第

一
の
要
素

は
、
商
業

の
必
要
手
段
を
指

し
た
も

の
で
あ

つ
て
、
た
と
え
貨
物

が
蒋

々
と
流
通
す

る
と
も
、
1
博
士

に
よ
れ
ば
ー

ヘ

へ

贈
與
、
無
主
物
占
有
、
盗
取
等

の
手
段
た

よ
る
と
き
は
、
断
じ

て
商
業

で
は
な

い
こ
ど

エ
な

る
。

次
に
、
第

二

の
要
素
は
、
商
業

の
職
能

ヘ

へ

1
博

士
に

よ
れ
ぱ
目
的
と

せ
ら

れ
る
～
を
指

し
た
も

の
で
あ

つ
て
、
す
な

わ
ち
、
商
業

は
需

要
と
供
給

の
媒
介
を
行

い
、
生
産
,と
浩

費
と

お

コ

を
適

合
せ

し
め
る
も

の
で
あ

る
。
更

に
、
第

三

の
要
素

ば
、
商
業

の
形
態

を
指
し
た
も

の
で
あ

つ
て
、
今

日

の
維
濟
組
織

の
も
と

に
お

い

て
は
、
そ

れ
は

一
つ
の
企
業

と
し
て
螢

ま
れ

る
と
い
う
の
で
あ

る
。
而

し
て
、
企
業

の
意
義

に
つ
き
、
博
士
は
経
濟
学

上

の
通
説

に
し
た

〒

が

い
、
「
自
己

の
計
算

と
危
瞼

と
を
以

て
規
則
的

に
且

つ
纏
績

的

に
行

ふ
と
こ
ろ

の
螢
利
行
爲
な
り
」
と

い
つ
て
を
り
、
そ

れ
が

「
行
爲
」

19

で
あ

つ
て
、
商
品
費
買
を
行

う
組
織
罷

、
経
螢
膣

で
な

い
よ
う

に
み
ら

れ
る

の
は
、
留
意

を
要
す

る
事
柄

で
あ
ろ
う
。

、

一

さ
て
、
、斯
読

に
蜀
す

る
批

判
と
し
て
は
、
す

で

に
輻
田
博
士

に
よ
り
、
商
業
を
取
引
企
業

と
解
す

る
立
場
か
ら
、
相
當

、
詳
細

に
行

わ

商
業

の
意

養

闘
す

る
葦

の
考
察

、

・

、

旨

・

・

一

、



商

業

の
意

義

に
闘
脚
す

る
若

干

の
考
　祭

「

れ

て

い

る

。

い
ま

、
、行

論

の
順

序

と

し

て
、

そ

の
要

窯

を

あ

げ

る

と

左

の
通

り

で

あ

る

。

-

、

-

≒

聖

〆

t

20

先
す

、
商
業

の
目
的
物
を
商
品

の
み
に
限

る
こ
と
は
、
現
在

の
経
濟
事
惰

に
適
し
な

い
。
何

と
な
れ
ば
、
銀
行
業

そ

の
他

の
金
融

業

の

一

ご
と
き
資
本

取
引
を
業

と
す

る
も

の
、
或
は
運
邊
業
」
保
瞼
業
、
倉
庫
業
等

の
ご
と
き
勢

務

取
引

を
業

と
す

る
も
の
は
、
決

し

て
商
品
を

そ

の
目
葡
物

(
客
艦
)
と
し
て
い
る
も

の
で
な

く
、
前
者

は
資

本
を
、
後
者

は
勢

務
を
唱
的
物

と

し
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
次

に
、
斯
読

が
商
業

の
取
引
形
態

を
費

買

の
み

に
限

る
こ
と
も
安
當

で
な
ホ

。
何

乏
な
れ
ば
、
商
品

の
取
引

は
費
買

の
形
態
を
も

つ
て
行

わ
れ

る
け
れ

ど
も
、
資
本
及
び
帥労
務

の
取
引

は
費
買

の
形
態
を
も
つ

て
行

わ
れ
な

い
か
ら

で
あ

る
。
商
業

の
取
引

形
態
と
し

て
は
、
商
品

の
費

買
取
引

の
ぼ
か
、
資
本

の
貸
借

取
引
及

び
勢

務

の
授
受

取
引

の
爾
者
を
併
存

せ
し
め
る
こ
と
を

要
す

る
。
更

に
、
商
業

は
螢
利

を
目
的

と
し

て
螢

ま
れ

る
も

の
と
み
る
ご

と
も

現
歌

に
適

し
な

い
β
何
と
な
れ
ば
、
今
日
、
商

品
取
引

の
範

園

に
お

い
て
螢
利

を
目
的

と
せ
ざ

る
公
共
機
關

が
あ
ら

わ
東
、
ま
た
商
品
取
引

以
外

の
取
引

に
お

い
て
、
甚

大
な

る
非
螢
利
的
組
織

が
活
動

し
て

い
る
か
ら

で
あ

る

(
幅
田
敬
太
郎
博
士
冨

新
訂
商
業
概
論
、
昭
和
十
四
年
、
六
〇
ー
六
四
頁
、
同
、
商
學
入
門
、
昭
和
二
十
五
年
、

一
三
ー

一
四
頁
)
。

,
.

な

お
、
内

池
博
士
は
、
商
業

の
實
際

的
形
態

と
し

て
、
第

一
、
商
業
が
固
有

の
形
態

を

以
て
存
在
す

る
場
合

(
商
人
商
業

)
、
第

二
、

工
業

と
結
合

し
て
存
在
す

ゐ
場
合

(
工
場
商
業
)

、
第

三
て

商
務

の

一
部
を
以

て
螢
利

の
肩
的

と
す

る
場

合

(
商
業
補
助
業

、
商
業

機
關

業
)

の
三
つ
を
あ
げ
、
第

一
と
第
二

の
も

の
は
商
業

で
あ
る

の
に
郵

し
、
第

三

の
も

の
に
つ
い
て
は

「
蓮
逡

・
倉
庫

・
保
瞼

・
銀
行

・
各

種
代

理
業

等
種
渇

の
補
助
業
務

…
…
は
固

よ
り
商
業
其

の
物

で
は
な
い

が
、
商
業
と
親

密
な

る
關
係
を
有
し
、
其

の
存

在

は
商
業

の
途
行

ノ

ド

じ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

リへ

に

一
日

も

訣

く

べ
か
ら

ざ

る
も

の
で
あ

る
」

(
内
池
博

士
、
上
掲
書
、

一
八
-

一
九
頁
)
と

い
う

理
由

に

よ
り
「
商

業
補

助

業

」
も

し

く

は

「
商

鄭

欝

勤
」
と
よ
ん

で
W

る
・
し
か
レ
集

ら
・
か
く
て
は
・
既

蓉

ご
と

き
粟

が
横

に
分
化
し

て
き
た
震

を
無
聾

て
を
り
・
就

。)
、
会
通
念

と
し
て
の
粟

と

一
致

せ
ざ

る

の
み
な
ら
す
、
假
り

に
粟

を
き
庸

て
狭

義

に
解
し

て
商
.
器

買
業

に
限

る
と

し
て
も

、
嚢

、

σ

業

、
倉
庫
業

、
保
瞼
業

、
銀
術
業
、
各

種
代
理
業
等
が

、
斯
説

の
ビ
と
く
、
商
業

の
補
助

的
地
位

に
た

つ
て
い
る
も

の
と
み

る

の
は
、
今

.
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日

℃
は
あ
た
ら
な

い
。
何

と
な
れ

ば
、
歴
史

上
よ
り
み
る
と
き
、
、
た
し
か

に
商
晶
費
買
業

が
最
も
早

く
獲
達

し
、
そ

の
他

の
も

の
は
分
業

的

に
補

助
業

務
を
行
う
た

め
、
相

當
お
く
れ

て
生
戒

し
た

も

の
で
あ

る
か
ら

、
當
初

に
お

い
て
、
固
有
、
補
助

の
繕

呼
は
あ
た

つ

て
い
た

.で
あ
ろ
う
が
、
現
在

に
あ

つ
て
な
、
か

」
る
輕
重

の
差

は
認

め
ら

れ
す
、
從
來
、
商
業
補
助
業

と
考

之
ら
れ
た
蓮
邊
業
、
倉
庫

業

、
保
瞼

業

、
銀
行
業
等
ば
、
商
品
費
買
業

に
樹

し

て
補

助
的

地
位

に
た

つ
も

の
で
な

く
、
反

つ
て
、
廣

く
産
業

の
焚
達

に
、

ま
た
國
民
生
活

の
安

定

に
き
わ
め

て
重
要
な
地
位

を
占
め

て
い
る
か
あ

で
あ
る
。

.

〉

口

商

業

由軍

買

詮

`
.

こ
れ
は

、
谷
口
吉
彦

博
士

の
夙
読
を
假

り

に
一
か

く
名
付

け
た
も

の
で
あ

つ
て
、
前
述

の

「
費
買
企
業
読

」
と
同
様

、
商
品
費
買

に
論

ノ

ヤ
あ

、黙
を
置

い
た
も

の
で
あ

る
が
、
た

愛
前
論
が
か
な

り
個
別
経
濟

の
螢
利
的
見

地

に
た

つ
て

い
る
の
に
封

し
、

こ
れ
は
國
民
経
濟
的
見
地
か

ら
、

商
業

の
意
義

を
規
定
せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

谷

ロ
博
士

の
著

『
商
業
組
織

の
特
殊
研
究
」
.
(
昭
和
六
年
)
に
よ
れ

ば
、
i

商
業

の
事

象

は
、
こ
れ
を

「
輕
濟
活
動

と
し

て
の
商
業

」
と

「
経
濟

現
象
と

し
て

の
商
業

」
と
に
分
け
か

今
日

の
杜
会

に
お
け

る
商
業
活
動

の
本
質
を
商
品

の
費
買

に
求
め
}
か

玉
る
商
品
費
買
活
動
が

、
多
数
、
肚
会

的

に
結
合
さ
れ
た
無
意
識

的
結
果

と
し

て
、
自

然

に
嚢

生
せ
る
砒
会
経

濟
現
象
を
、
経
濟

現
象

と
し

て

の
商
業

と

し
て
い
る

(
上
掲
書
、
九
-
二
八
頁
)
。
ど

の
黙
、

同
じ
く
商
品
費

買

と

'い
う

こ
と

に
主
眼
を
置
き
な

が
ら
、
前
述
の
費
買
企
業
読
と
非
常

に
異

る
と

こ
ろ

で
あ
る
が
、
更

に
斯
論

の
い
う

と
こ
ろ
を
敷

術
す

れ
ば

左

の
通
り

で
あ

る
。

先
す

、
商
業

の
本
質
ま
た

は
商
業

の
本
質

的
活
動
が
商
品

の
費

買

で
あ

る
と
は

、
轄
費

の
目
的
を

も

つ
て
商

品
を
買
入
れ

、
こ
れ
を
他

げ

の
商
品

に
韓
換

す

る

こ
と
な

く
し
で
他

に
販
費

す
る
と

こ
ろ
の
意

識
的
、
計
書
的
、
統

一。的
活
動

で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
螢

利
を
目

的

'と
七

て
い
る
こ
と
ば
い
う
ま

で
も
な

い
が
、
し
か
し
、
螢
利

は
ひ
と
り
商
業
活
動

に
限
ら

れ

る
も

の
で
な
ぐ

、

今
跡
、
す

べ
て
φ

産
業

は

螢
利
活
動
と
し

て
螢

ま
れ

る
ゆ

之
、
,
螢
利
を
商
業

の
本
質
的
要
素

と
は
み

て
い
な

い
。
博
士

に
よ
れ
ば
、
商
業
活
動

の
本
質
と
は
、
そ

れ

商
業
の
意
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察
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商

…業
の
出忌
義
…
に
悶
剛一ヲ
ろ
帥右
汗

の
考
露
か

ぬ

な
き
壕

、
に
商
萎

認
め
ら
撃

い
そ
れ
あ
る
場
A、
に
粟

と
認
め
ら
れ
る
蘂

で
あ
つ
て
、
商
・器

費
買
活
動
が
そ
れ
に
あ
た
魂

曳

、か

し
費

買

以
外

の
活

動

、
た

と

え
ぱ

、

商
品

の
費

買

に
と

も

な

う
運

邊

、
貯
藏

、
金

融

等

の
活

動

を

許

さ
ぬ

と

い
う

の

で
は
な

い
。

た

貸
、

亀

こ
れ
は
、
商
業

の
本
質
的
活
動
を
な
す
た

め

の
附

随
的
活
動

に
ほ
か
な
ら

ぬ
も

の
と
せ
ら
れ
、
し
た

が
つ
て
、
費

買
活
動
を
と
も
な

わ
ざ

る
蓮
塗

貯
蔵

全

融
は
髪

る
藝

業
、
倉
庫
業
、、
金
肇

姦

立
せ
し
む
る
に
す
ぎ
謙

そ
こ
に
商
業
綾

立
芸

い
の
で
あ
る
。

な

お
、
商
業

の
本
質

が
商
品

の
費
買
活
動

に
あ

る
と

い
う

の
は
、
そ
れ
を

工
業
、
農
業

等

の
生
産
活
動

と
匠
別

し
、
ま
た
銀
行

、
保
瞼

、

倉
庫
等

の

一
般
補

助
業
か
ら
も
直

別
す
る
も

の
で
あ

る
。

,

.

次

に
、
肚
会

経
濟
現
象

と
し

て
の
商
業

(
商
業

現
象
)
と
は
、
商
品

の
生
産
者
か
ら
滑
費
者

へ
の
就
会
流
通

現
象

で
あ

つ
て
、
上
記

の

ご
と
き
個

々
の
意
識
的
な
費
買
活
動

の
総
合

の
結
果

と
し

て
生
壷
る
も

の
で
あ
る
。
個

別
。経

濟

の
費
買
活
動

を
原
因
と
し

て
成
立

す
る

が
、
同

時

に
個

々
の
費
買
活
動
も
紅
会
的

に
成
立

せ
る
商
業
現
象

の
影
響

を
受
け

、
そ

の
規
制
か
ら
自
由

で
あ
り
得
な

い
。
か
く

て
商
業

活
動
と
商
業
現
象
と
は
、
互

に
因
果

の
關
係
を
も
ち
、
し
か
も

そ
れ
ぞ
れ
猫
立

の
存
在
を
保

ち
得

る
σ
而
.し

て
肚
会

経
濟
現
象

と
し

て
の
、

商
業

の
本
質

的
機
能

は
、
商
品

の
生
産
者

か
ら
潜
費
者

へ
の
耐
会
的
人
格
的
流
通
を
な
す

に
あ
る
が
、
i

こ
れ
は
個

々
の
商
業
主
膣

の
意

ノ

㌦

識

や
機
能
や
目
的
か
ら
は
全
く
猫
立

に
、
そ
れ
ら

の
商
業
活
動

の
総
合

ざ
れ
た

る
全
盤

と
し

て
の
肚
会
経
濟
現
象

と
し
て
、
無
意
識
的

に

自
然
嚢
生
的

に
果

さ
れ

る
ー

こ

の
本
質
的
機
能
と
共

に
、
商
品

の
場

所
的
移
動
及
び
時
間
的
貯
藏

と

い
う
機
能

も
果
さ
れ

る
。
但

し
、

こ

れ
ら
二
者
は
、
商
業

の
本
質

的
機
能

で
は
な

い
、。.
換
言
す
れ

ば
、
商
品

の
人
格
的
流
通

さ
之
あ
れ
ば
、
場

所
的
移
動

や
時
間
的
貯
藏
を
全

く

と
も
な
わ
す

と
も
、
商
業

現
象
は
よ
く
存

在
し
得

る
が
、
人
格

的
流
通
を
、
全
然
、
と
も
な

わ
ざ

る
場
所

的
移
動

や
時
間
的
貯
藏

は
、

輩

な

る
移
動

現
象

で
あ
り
、
軍
な
る
貯
藏

に
止
ま
、り
、
商
業

現
象

は
そ

こ
に
認

め
ら

れ
な

い
の
で
あ

る
。
ー

以
上
が
、
大
盟

、
斯
読

の

骨
子
と
す
.る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

-

さ
て
、
從
來

、
商
業

は
あ
ま
り
に
も
個
別

維
濟
的
立
場
か
ら
規
定

を
う
け
る
こ
と
多
か

つ
た

爲
、

こ
れ
が
國
民
維
濟
上

に
占
め
る
意
義

/

、
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を
明
か

に
す

る
必
要
上
、
そ
れ

の
有
す
る
肚
会

的
任
務

や
作
用

の
解

明
が
試
み
ら

れ
、
ま
た
彊
調
も

さ
れ

て
き
た

こ

と
屡

述
せ
し
通
り

で

あ

る
が
、
そ
れ

に
も
か

」
わ
ら
す
、
そ

こ
に
み
ら

れ
た
も

の
は
、
依
然

、
個
別
維
濟
と
し

て

の
商
業

で
あ

つ
で

、
た

璽
そ

0
肚
会
的
な
職

能
を
"
從
來

に
比
し
、
重
要
覗

し
て
読

い
た

と

い
う

に
す

ぎ
な

い
も

の
で
あ

つ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
斯
論

の
ご
と
く

、
商
業

の
就

会
経

濟
的
樹
念
と
し

て
、

「
現
象

と
し

て
の
商
業

」
を
措

定

し
、

そ
れ

は
商
品

の
生
産
者

か
ら
消
費
者

へ
の
肚
会
流
通

現
象

と
み
一
そ

の

本
質

を
人
格
的
流
通

現
象

に
求

め
て
い
る
こ
と
は
、

一
憲
、
正
し

い
も

の
と
せ
ら

れ
よ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
斯
読

が
、
経
濟
事
象

を
意

思

性

の
有
無

に
よ

つ
て
経
濟
活
動

と
経

濟
現
象

と

の
二
つ
に
分

ち
、
前
者

は
、経
螢
学

の
研
究
樹
象

で
あ
り
、
後
者

は
経
濟

学

の
研
究
劉
象

で
あ

る
と
な
す

に
つ
い
て
は
、
す

で
に
我
が
学
界

に
お
い
て
異
論

が
あ
る
の
み
な
ら
・ず
、

い
う
と

こ
ろ

の
人
格

的
流
通

現
象

の
實
艦

に
つ

い
て
も
、
螢
利
を
本
質
的
要
素

と
せ
な

い
と

い
う
ほ
か
、
明
か

に
さ
れ

て
い
な

い
、の
で
あ
る
。

な

お
、
斯
論
が
商
品

の
費
買

に
論
黙
を
置
き
な

が
ら
、
前
述

の
費
買

企
業
読

の
ご

と
く
、
.螢
利
を
本
質
的
要
素

と
せ
す
、
ま
た
商
業
補

助
業

の
名
稻

も
用

喚
て
い
な

い
こ
と
な
ど

の
諸
監
に
お

い
て
、
た
し
か

に
す
ぐ
れ

た
諸
黙
を
も

つ
よ
う
に
思

わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

そ

の
客

燈

が
「
商
品
」
に
限
定
さ
れ

て
い
る
結
果

は
、
今

日

の
砒
会
通
念
と
し

て
の
廣
義

の
商
業

に

一
致
せ
す

、
ま
た
、
次
述

の

「
配
給

組
織
燈
読
」

へ

　

等
を
生
起
せ
し

め
る

の
短
所
を
有
す

る
も

の
と

い
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

㊨

配

給

組

織

禮

読

、

.ぐ・

こ
れ
は
、
近
時
、

一
部

の
商
業
学
者

に
よ

つ
て
唱
え
ら
れ

て
遷
た
学
読

で
あ
つ
て
、
商
業

の
本
質
を
魅
会
経
濟
的
見

地
か
ら
把
握

魑
ん

た

め
、
財
貨

(
商
晶

)

の
配
給
組
織
艦

を
商
業

と

み
る
も

の
で
あ
る
。
し
た

が

つ
て
猫

立

の
商
品
費

買
業
者

は
も

と
よ
り
、
生

産
者
め
組

織
す

る
出
荷
組

合
、
.農
業
協

同
組
合

,
(
販
費

組
合

)
や
製
造

工
業
会

肚

の
販
費
部

は
商
業

で
あ
り
、
ま
た

消
費
者

の
組
織
す

る
生
活
協
同

組
合

(
清
費
組

合
)

、
農
業
協
同
組
合

(
購
買
組

合
)
も
配
給

の
組
織
燈
廿

る
の

ゆ

乏
を
も

つ
て
、
商
業
と
な
る
。
斯
詮

の
我

が
國

に
お

　

け

る
代

表
者

は
向

井

鹿
松

博

士

で
あ

つ

て
、

こ
れ

が

所
論

は
、

そ

の
著

『
配

給

市

場

組
織

』

(
昭
和
四
年
)
、

『
現
代

商
業

概

論

』

(
昭
和

商
皿菜
の
血
思
義

に
關
す
ろ
若
干
の
考
・祭

,

,

〆

1
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商
業
の
意
義
に
關
す
る
若
干
の
考
察

十
二
年
)
、

『
配
給
論

」

(
昭
和
二
十
六
年
)
に
展
開

せ

ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

博
士

に
よ
れ
ば

「
商
業

は
財
貨
移
韓

の
組
…織
髄
」

で

あ
り

(
『
配
給
市
揚
組
織
』
四
八
頁
)

一

ま
た

「
商
業
と
は
財
貨
配
給

の
勢

働
組

織
-
h:
配
給

を
專
門

に
行

う
勢
働

の
組
織
髄
す
な

わ
ち
経

ノ

ノ

螢
こ

(
『配
給
論
』
、
二
竃
頁
)
で
あ
る
。
更

に
て
れ
が
読
明
を
、
そ

の
薔

に
つ
.い
て
み
る
と
左

の
通
り

で
あ
る
。

ゴ
商
業

は

砿
遂
8
岩
暮
駐
Φ

せ
ら

れ
た

る
配
給
行

爲

で
あ

る
。

多
く

の
生
産
者

叉
は
潰
費
者

よ
り
配
給

行
爲

に
属
す

る
活
動

を
取
り
去

江

、
之
を
組
織

し
た

る
も

の
・で
あ
る
。
配
給
行
爲

の
合
理

的
組
織

に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
」

(
『配
給
市
場
組
織
』
七
〇
頁
)
。

「
商
業

ノ

の

は
組
織

で
あ

る
。
配
給
行
爲
を
專
務
と
す

る
組
織

で
あ

る
。
從

つ
て
只

一
つ
の
配
給
行
爲

は
商
業

で
な

い
。
多
籔

の
配
給

行
爲

が
合

理
的

統

一
的

に
組
織
せ
ら
れ

て

一
罷
を
な
す

時
、
蝕

に
商
業
が
あ

る
の
で
あ

る
。
然
れ
ど
も

只

一
つ
の
組
織
を
な

せ
ば
足
り
る
刀
こ
れ
が
猫

立

の
企
業
な
り

や
否
や
は
、
又
消
費
者

の
組
織
な
り

や
は
敢

へ
て
問

ふ
所

で
な

い
」

(
上
掲
書
、
七
〇
頁
)
。
然

ら
ば
、
商
業

と
配
給

と
は

い

か
な

る
關
係

に
あ

る
か
。
、博
士

は
言

ふ

「
今
日

の
維
濟
祉
会

は
財
貨

の
人
曲
移
韓

(
H
馨
⑦
巷

霞
ωo
昌
鑑
①
O
島
富
巨
び
。
詳
罫
磐

昌
σq
)

に
よ

つ

て
其

の
統

一
性
を
享
く

る
も

の
で
あ

る
。
財
貨

を
人

の
聞

に
移
韓

す

る
各
行

爲
が

一
輕
螢

の
下

に
組
織

せ
ぢ
、れ

る
時
は
か
か

る
勢
働

の
組

織

は
之

を
商
業

と
言

ふ
…
・-
既

に
経
濟
肚
会
構

成

の
基
本
た

る
財

貨

の
人
的
移
韓
を

司

る
勢
働

の
経
過

は
蝕

に
吾
人
が
配
給
と
名
づ
け
ん

と
す

る
所

の
も

の
で
あ

る
。
換
言

す
れ
ば
財
貨

の
人
的
移
轄
を
目
的
ど
す

る
勢
働
が
統

一
的
意
志

の
下

に
組
織

せ
ら

れ
た

る
蒔

に
此

の
組

織

は
商
業

で
あ
る
」

(
上
掲
書
、

一
五
『
頁
)
ど

。

か
く

て

「
配
給

と
は

一
つ
の
財
貨

を

一
つ
の
所
有
者

よ
り
他

の
所
有
者
忙
移
韓

せ
し
む

る
勢

働
其

物
を
言
ふ
言
葉

で
あ

る
。

…
:

一
個

の
勢

働

に
て
も
其

の
勢

働
は
配
給

で
あ
る
。
則
ち
商
業

は

一
つ
の
総
括
概
念
た

ゐ
に
反
し

配
給

は
個

々
の
勢
働
を

示
す
個
別

的
概

念
で
あ

る
」

(
上
掲
書
、

一
五
五
頁
)
。

、

-

.

、

然

ら
ば
、
從
來

の
商
品
費

買
業

を
商
業

と
み
る
学
読

を
排
し

て
、
何
故
、
配
給

組
織
膣

を
商
業
ど

み
る
斯
読
が
唱

え
だ
さ
れ

て
き
た

の

で
あ

る
か
。
そ
れ
は
博
士

の
所
論

の
通
り
、

「
第

一
吹
世
界
大
…戦
後

か
ら

」

「
配
給

の
行

わ
れ
る
形
態

に
非
常
な

る
攣
化

が
起

」
り
、
そ

の
主
な

る
新
形
態
ど

し

て
、
e
大

工
業

の
配
給
経
螢

、
⇔
協
同
組
合

に
ょ

る
配
給
経
螢

、
日
配

給

の
國
家
経
螢

の
三
者

が
み
ら
れ
、

「
今

/
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日

の
財
貨

の
配
給

は
生
産
者

ま
た
は
消
費
者

が
直
接
そ

の
配
給

を
行

い
、
從
來

の
よ
う

に
第
三
者

に
依
存

し
な

い
も

の
が
多
く
、
し
た
が

つ
て
こ
れ
億
再
販
費

の
た
め

に
購
入
す

る
も

の
で
な

い
。
ま
た
國
螢

に
ょ
る
場
合

は
も
ち

ろ
ん
、
消
費
者

の
行

う
配
給
も
螢
利

の
自

的

で

,

行

う
も

の
で
な

い
。
し
か
も

こ
の
種

の
新

し

い
形
式

の
配
給

が
國
民
経
濟

に
お
け
る
重
要
な

部
分
を
占

め
て

い
る
以
上
は
、
も

は
や
從
來

ノ

の
よ

う
な

商

業

の
定

義

の
定

詮

は

こ
れ
を

維

持
す

る
こ

と

が

で
き

す

、

配

給

組

織

膿
読

が
出

て
く

る
,の

で
あ

る
」

(
『
配
給
論
』

二
三
ー

二

七
頁
)
。

さ
て
、
斯
読

に
よ
る
商
業

の
定
義

は
、
現
代

の
商
業
が
就
会
経
濟
上

に
有
す

る
重
要

性
を

よ
く
指
摘
し

て
を
り
、
、商

業

を
も

つ
て
商
品

の
費

買
業

と
み
る
定
義

よ
り

は
、
た
し
か

に
財

貨
流

通

の
新
傾
向
を

よ
く
把
握
し

て
い
ゐ
。

け
だ
し
商
品
費

買
業
を
も

つ
て
商
業

と
み
る

場
合

、
い
船
ゆ

る

「
商
業
康
除
傾
向
」

の
進
展

に
ょ

つ
て
壷
買
業

は
、
漸
次
、
裏
退

し

て
或

は
滅
亡
す

る
に
あ
ら
す

や
と
も
思

わ
れ

る
の

ぬ

と

で
あ

る
が
、
配
給
組
織
艦
を
も

っ
て
商
業

と

み
る
場
合
、
か

」
る
傾
向

の
進
展

に
ょ
、つ
て
費
買
業

は
衰
退
す

る
と
窓
、
そ
れ

の
途
行

せ
る

配
給

職
能

は
何
人

か
に
ょ

つ
て
果

さ
れ
る
ζ
と
を
要
し

、
た
と
乏
そ

の
憺
當
者

が
、
生
産
者

で
あ
れ
、
消
費
者

で
あ
れ
、
配
給
職
能
を
途

行
す

る
か
ぎ
り
配
給
組
織
罷

で
あ

つ
て
、
す
な
わ
ち
膏
業
と

み
ら
れ
得
、
そ
れ
は
決

し

て
滅
亡
す

る
も

の
で
は
な

い
か

ら
で
あ

る
。

し
か

し
な
が

ら
、
斯
論

が
財
貨

の
配

給
組
織
艘

を
も
つ
て
商
業
と

み
る
鮎

に
お
い
て
、
費
買
企
業
詮
等

に
器
け

る
と
同
様

、
商
品
費
買
を
中
心

と
し

て
を
り
、
依
然

、
商
業

は
狡
義

に
解

さ
れ

て
い
る
も

の
と

い
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
何

と
な
れ
ば
、

「
配
給

」
と
は
財
貨

が
最
初

の
生
産

者

よ
り
最
後

の
消
費
者

に
い
た

る
ま
で
に
生
す
る
就
会

的
な
流
通
事
象

と
み
る
の
が
通
読

で
あ
り
、
た

璽
こ
れ
を
、
最
近

、
世
間

の
用
法

に
か

ん
が

み
、
流
通
事
象
を
生
起

せ
し

め
る
経
濟
行
爲

(
活
動

)

の
意
味

に
も
解

さ
れ
て
い
る

の
で
あ

る
が
、＼
と

に
か
く
、
・そ

の
目
的
物

ニ

(
客
禮
)
ば

常

に
物
資

(生
産
物
)

に
か
ぎ
ら
れ
、
そ

れ
以
外

の
資
金

、
勢
務

に

つ
い
て
は
、
原
則
上
、
用

い
る
こ
と

の
で
き
な

い
言
葉

で
あ

る
。
し
た

が
つ
て
、

「
資

金

の
配
給

」
或
は

「
勢
務

の
配
給
」
と

い
う
言
葉

が
造
語
的

に
可
能

で
あ

つ
て
も
、
そ
れ
は

「
配
給

」
の

!

語
義

に
照

し

て
正
當

に
あ
ら

す

、

こ

」
に
金
融

業

や
運

逡

業

、
保

瞼

業

、
倉

庫

業

等

は
商
業

の
範

園

に
入

り
き

た
ら

ざ

る
こ
と

玉
な
り

、

商
業
7の
意
嚢
に
關
す
る
若
干

の
考
察

・

、
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商
　菜
の
出息
義
燗に
關
開す
る
若
平
・の
考
容
跡

、
就
会
通
念

と
し

て
の
商
業

ど
も

一
致

せ
な

い
こ
と

、
な

る
。
な

お
、
配
給
業
務

が
公
企
業

や
公
共
企
業
艦

等
に
よ
つ
て
な

さ
れ

る
場
合
、

そ
」れ
は
猫
立

の
配
給

組
織
髄

で
あ
る
ゆ

え
、

「
商
業
」

と
み
ら
れ
得

る
も
、
官
廉

が
行
政
事

務

の

一
部

之
し
て
、
た
と
え
ば

物
資

の
無
償

給
與
を
行

う
が
ご
と
き
、
た

と
ぞ
肚
会
的
流
通
事
象

を
生
起

せ
し

め
て
行
政
官
靡

が
配
給
組

織
膣

に
な

る
と

し

て
も
、
こ
れ

を
商
業

と
み

る
こ
と
は
、
そ

の
範
園

を
擾

大

し
す
ぎ

て
漠
然
た
ら

し
め
る
込

の
で
あ

る
。
こ

の
黙
、
配
給
組
織
艦

の
す
べ
て
を
商
業

と
み
る
こ
と
は
、

反

つ
て
廣
義

に
お
ち

い
る
の
弊
を
も

つ
も

の
と
言

い
得
よ
う
。

.

霜

き

㈱

配

給

職

能

論

,

.

吐

'

,

,

こ
れ
は
、
大
泉
行
雄
博
士

の
所
論

を
假
り

に
、
か
く
名
付

け
た
も

の
で
あ

つ
て
、
前
記

の

「
配
給
組
織
膣

読
」
が
商
業

を
財
貨
配
給

の

組

織
禮

(
維
螢

燈
、
企
業
)
と
み
た

の
に
勤

し
、

こ
取
ら
組
織
膣

の
途
行
す

る

「
配
給
職
能
」

に
本
質

を
求
む

る
も

の
で
あ

る
、

い
ま
、

博
士

の
著

『
商
業
本
質
論
』

(
昭
和
十
七
年
)
に

つ
い
て
み

る
に
、

吹
の
通
り

で
あ

る
。
曰
く

「
わ
れ
わ
れ
が
商
業

の
本
質

を
把
握
す

る
態

度
は
、
言

は
ば
職
能
論
的
考
察

と
で
も
稻

せ
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
」

(
上
掲
書
、
八
七
頁
)
。

「
事
物

の
本
質
を
職
能

論
的

に
把
握
す

る
と

サ

　

い
ふ
こ
と
は
、
事

物

の
も

つ
意
昧

を
、
全
艘

と

の
關

係
か
ち
解

明
す

る
と
い
ふ
態
度
を

い
ふ

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ

の
研
究
樹
象

た
る
商
業

に
移
ぜ
ば

、
商
業

の
脛
螢
盟

の
螢

む
活
動

が
、
國
民
経
濟
全
髄

の
上

で
、
如
何
な

る
位
置
を

占
め
、
如
何
な

る
役
割
を
澹
當
す

ヒ

ノ

リ

ロ

る
も

の
で
あ

る
か
を
明
か

に
す

る
に
在

る
。
そ

こ
か
ら
商
業

の
職
能

が
把
握

せ
ら
れ
從

つ
て

商

業

の

本
質
が

理
解

せ
ら

れ

る
こ
壱

に
癒

る
。
商
業
を

以

て
配
給

の
組
織
艦

と
論
じ

、
或

は
商
業

本
質
を

取
引
叉
は
費
買
等

に
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と

は
、
皆

一
面

の
眞

實
を

示
す

も

の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
職
能
論

的
本
質
把
握

と
言

は
れ
な

い
の
で
あ

る
」
(
上
掲
書
、
八
八
ー
八
九
頁
)
。

「
職
能

と
し

て
把

え
ら

れ
た
商

な
は

業

の
本
質
は
、
企
業

と
か
輕
螢
盟
と
か

い
ふ
組
織
髄

で
は
な
く

て
、
こ

の
や
う
な
組
織
艦

が
實
践

す
る
作

用
そ

の
も

の
で
あ

る
。
そ

の
作

用

は
'、
國
民
経
濟
と

い
ふ
全
膿

の
上

で
、

一
定

の
役
割
を
も

つ
た

は
た
ら

き

で
あ
り
、
時

に
は
、
更

に
國
民
輕
濟
ま

で
擾
大
し

て
ゆ
く
。

そ

の
は
た
ら
き

の
性
質

は
、
市
場
と

い
ふ
組
織

に
よ
り

、債
格

の
力

に
よ

つ
て
、
需
要
と
供
給
と
を
調
節
し
適
合

せ
し
あ

る
も

の
で
あ

る
。



(27)

 

＼一27一

一言

に
し
て
商
業

の
職
能
は
、
需

要
供
給

の
適
合
作
用

に
在
り

と
言

ひ
得

る
で
あ
ら

う
」

(
上
褐
書
、
九
六
頁
)
。

「
行
爲

の
た

め

の
組
織

膣

が
商
業

で
あ

る
の
で

は
な
く

て
、
組
織

燈

の
行

爲
そ

の
も

の
が
商
業
な

の
で

あ

る
」

、の
止
掲
書
、
、八
六
頁
)
。

さ
て
、
商
業

の
本
質
を
把
握
す

る
に
あ
た
り
、
職
能
論
的
方
法

を
必
る
こ
と

は
、
商
業
が
國
昆
経
濟

の
全
構
成

に
お
い
て
、

い
か
な

る

役
割
を
某

し
て
い
る
か
、
そ

の
重
要
性

を
知

る
上
に
役

立

つ
こ
と
、
甚
だ
大
な

る
も

の
が
存

し
よ
う
。

し
か
し
、

こ
れ
忙
よ

つ
て
商
業

そ

の
も

の
玉
意
義

が
く
ま
な
く
明
か

に
な

る
と
は
言

い
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
何
と
な

れ
ぱ
、
配
給

職
能
な

る
も

の
は
、
生
産
組
織
と
沿
費
組

織

が
分
離

し

て
、
爾
者
問

に
財
貨

の
流
通
を
み
る
か
ぎ
り

、
い
つ
、
い
か
な

る
杜
会

に
お

い
て
も

み
ら

れ
る
と

こ
ろ
で
あ

つ
て
、
そ
れ

が
、

特

に
今

日
、
・商
業

の
本
質
と
み
ら
れ
る
た

め
に
は
何
等
か

の
限
定

が
加

え
ら

れ
、

一
般
的
な
も

の
か
ら
特
殊
化

さ
れ

る
こ
と
が
必

要

で
あ

ろ
う
。
思
う
に
か

玉
る
場
合

の
職
能

と
は
、
常

に
何
等

か

の
就
会

的
組
織
膣

が
、
そ
の
組
織
目
的
を
達
成
す

る
た

め
に
行

う
と

こ
ろ
の
活

カ

ご

動

の
結

果

で
あ

る
か
ら
、
組
織
艦

を
は
な
れ

て
職
能

は
考

え
ら
れ
す
、
ま
た
職
能
な
き
組
織
饅
も

肚
会
的

に
存
在

し
得
す

、
し
た

が

つ
て
、

、配
給
職
能

に
何
等

か
の
限
定

が
な

さ
れ

て
、
現
代
商
業

の
本
質

と
な
り
得
る
特
殊
化
を

み
る
た

め
に
は
ハ
職
能
途
行

の
主
艦
た

る
組
織
膣

の
目
的
、
性
格
、
形
態

等
が
多
分

に
影
響

し
て
く
る
も

の
と

い
う

べ
く
、

こ

の
意
味

に
お
い
て
、
'職
能

を
重
覗
す

る

の
あ
ま
り
、
そ

の
組

織
罷
を
輕
覗
す

る
こ
と
ぼ
許

さ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
斯
論

の
ご

と
く
配
給
組
織
膣

の
行
爲
を
商
業

と
名
付

け
る
こ
と

は
論
者

の
自
由

で
あ

る

と
し
て
も

、
同
様

に
、
商
業

を
組
織
ま
た

は
組
織
燈

と
認

め
る

ζ
と

に
反
甥

し
得

る
根
擦
も
存

せ
す
、
こ
れ

の
活
動

に
よ
る
職
能

は
、

當

然
含

ま
れ
て

い
る
も

の
.で
あ

る
。
要
す

る
に
・
斯
読

は
、
既
述

の
、ご
と
き
費
買

や
配
給

の
経
螢
膣

、
組
綴
膣

、
企
業
等
を

「
商
業
」

と

み

る
場
合

の

「
商

」
を

「
商
業

」
と
名
付
け
た
も
め

で
あ
る
が
、'
1

そ
れ
ゆ

え
こ
れ

が
組
織

騰
は
商
企
業

ま
た

は
商
業

企
業
等

と
よ

ぶ
こ

へ

の

と
を

要
し
よ
う
ー

と
れ
が
有
す

喝
砒
会

的
任
務
を
特

に
彊
調

し
た
も
め

に
ぼ
か
な
ら

ぬ
。
な

お
、
斯
説

は
、
前
述

の

「
配
給
組
…織
艦
論

」

に
お
け

ゐ
と
同
様
、
配
給

の
封
象

を
物
資

と
み
る
黙

に
お

い
て
酒
資
金
や
用
役

に
つ
い
て
は
、
商
業

は
存
在
し
得
な

い
も

の
と
な

る

で
あ

ろ

う
。

商
皿栗
の
意
義
に
闘
脚す
ろ
若
干
の
考
容
獅
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商
業

の
出思
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察

国

敢

引

企

業

読

こ
れ
は
、
近

時
、
幅

田
敬
太
郎
博

士
に
よ
汐
提

唱
さ
れ
た
学
読

で
あ

つ
て
、
商
業
を
既
蓮

せ
し
諸
説

の
ーご
と
く

「
商
品
」

(
ま
た

は
物

・

資
、
生
産
物
等
)

の
費

買
や

配
給

の
組

織
禮

ま
た

は
行

爲
と

い
う
が
ご
と
き

こ
と
を
申
心
と

し
て
眺

め
す
、
更

に
そ

の
目
的
物

(
客
腱
)
,

け

と

し

て
資

本

及

び
勢

務

(
用

役

)
を

も

と

り

入

れ
、

こ
れ
ら

の
取
引

を
行

う

企
業

を
商

業

と

み
る
も

の
で
あ

る
。

ほ

璽
枇
会

通

念

と

し

て

の
商

業

と

一
致

し

て
を

り

、

ま
た

我

が
商

法

上

の
商
業

の
規

定

と
も

、
多

く

の
学

読
中

、

最

も

よ

く
適

合

す

る
も

の
で
あ

る
。

い
ま
斯

読

の
要
鮎

を

博

士

の
著

≒
薪

訂
商

業
概

論

」

(
昭
和
十
四
年
)
及

び
近
著

『
商

学
入

門

」

(
昭
和

二
+
五
年
)

に

つ

い

て
み

る
と

き
、

左

の
通

り

で
あ

る
。

、

-、

、

ヘ

へ

曰
く
ー
商
業

の
商

は

「
取
引
行
爲

」
を
意
味
し
、
業

は

「
輕
螢
燈
」
を
意
昧

し
、
合
せ
て

「
取
引
行
欝
経
螢
膣

」
」
換
言
す
れ
ぱ

取
引

企
業
を
意
味
す
る
。
ρ
す
な

は
ち
商
業
と

は
取
引
企
業

で
あ

る
i

(
『新
訂
商
業
概
論
』
、
七
六
頁
)
。
ま
た
1

取
引
と
は
野
慣

の
給
付
と
反
劃

給
付

の
關
係
、
之
を
略
言
す

れ
ば

「
等
慣
關
係

」

で
あ

る
。
斯
く

の
如
き
取
引

の
客
腱

は
、
費
賀
螢

業
読

ま
た

は
配
給
組
織
詮

の
考

へ
る

や

う

に
商
品

の
み
で
は
な
く
、
資
本
お
よ
び
螢
務
を
も
含

み
も

の
で
あ

る
。
ま
た

取
引
形
態

は
士竃
買
取
引
め

み
な
ら
す
、
貸

借
取
引

も
雇

傭

取
引

(
用
役
授
受
取
引

)
も
存
在
す

る
。
此
等

の
個

々
の
取
引
行
爲
を
燈
系
的

・
統

一
的

に
経
螢

し

て
行
く
組
織

が
商
業

に
他
な

ら
ぬ

ー

(
上
揚
書
、
七
六
頁
)
と
。

し

/

一

「

か
く
て
、
博
士
に
よ
れ
ば
、
商
業
竺

個
の
響

攣

ゑ

て
、
個
々
最

碧

爲
を
計
諺

、
指
響

、
/實
辱

る
も
の
で
禽

。

、

へ

　

し

た

が
つ
て
個

々
め
取
引

は
商

の
現
象

で
あ

つ
て
商
業

で
な
く
、
同

種

の
個

々
の
取

引
を
系
統

的

に
秩
序

づ
け
、
實
行
す

る
と

こ
ろ

の
組

織
を
商
業

と
み
る

の
で
あ

る
。

し
か

し
、
か
く

現
、代

の
商
業
は
企
業

で
あ

る
と
し
て
も

、
そ
れ
は
螢
利

を
唱
的
と
し

て
い
る
も

の
と
は
限

、

ち
な

い
。

け
だ
し
商

は
取
引
行
爲
で
あ

る
が
、

こ
れ
は

・「
螢
利
的

に
行

わ
れ

よ
う
と
も

、
非
螢
利
的

に
行

わ
れ
よ
う
と
も

、
財

の
贋
値

移

簿
と
慣
値
保
存

と
を
目
的
と
す

る
」

(
『商
學
入
門
』

=

頁
)
も

の
で
あ
り
、

ま
た

「
商
業

は
産
業
と
相
侯

つ
て
國
民
生

活

に
お

け
る
欲

ノ

障



鋤

求
充
足
の
蓑

的
調
黎

計
歪

と
を
任
肇

す
る
と
ξ

の
企
業
で
あ
る
L

(
上
響

、
宅

頁
)
か
ら
で
あ
る
。
か
-
て
、
斯
読
量

(

い
て
は
、
商
業

は
輩

に
商
品

費
買
業

の
み
な
ら
す
、
更

に
銀
行

業
、
信
託
業

等

の
ご
と
き
資
本
取
引
業
、
ま
た
運
途
業

、
、
倉
庫
業
、
保
瞼

業

等

の
ご
と
き
勢
務
取
引
業
を
も
含
む

こ
と

玉
な
り
、

い
わ
ゆ

る
商
業
補

助
業
を
認

め
る
の
要
な
く
、
大
艦
忙

お
い
て
世
上

に
い
う
と
こ

ろ

の
商
業

の
意
義

と

一
致
し

て
,い
る

の
で
あ

る
。

.

ヒ

と

わ

さ
て
、
取
引
企
業
読

に
樹
す

る
我

が
学
界

の
批
判

は
、
そ
れ
が
み

ま
り

に
も
廣
義

の
商
業
概
念
を
示
す

ご
乏

玉
な
り
、
商
品

取
引
業

と

他

の
資

本
取
引
業
、
螢

務
取
引
業

と

の
間

に
共
通
す

る
本
質
的
要
素
を
見

だ
す

こ
と
が
、
甚

だ
困
難

で
あ
る
と

い
う

に
あ

る
。
た
し
か
に

事
物

の
定
義

を
行

う

に
あ
だ

り
、
そ
れ

の
範
園
を
狡

め
る
方
が
本
質

の
解

明

に
容
易

で
あ
り
、
た

と
え
ば
既
述

の

「
商
業
費
買
詮

」
の
そ

れ
に
お

い
て
商
業
活

動

の
本
質
を
商
品

の
費
買

に
あ
る
と
規
定
す

る
ご
と
き
、
甚

だ
整
然
た

る
定
義

を
な
し
得

る

の
で
あ
る

が
、
た

璽
問

、
題
は
「、、
か
、玉
る
狡
義

の
定
義

が
、
果
し

て
世
上

に
い
う
と
こ
ろ

の
廣
義

の
商
業

と

よ
く
「
一
致
し
得

る
や
否
や
と

い
う
こ
と
で
あ

つ
て
、

い

か

匠
ど
論
理
的

に
、

一
鷹

、
整
然

と
し

て
い
て
も
、
そ

れ
が
現
實

の
就
会

に
お

い
て

「
商
業

」
と
い
わ
れ
る
も

の
と

一
致

せ
ぎ
る
場
合

に

は
、
直
ち

に
そ

れ
を
正
し

い
商
業

の
意
義

と
み
る
こ
と
は

で
き
な

い

の
で
あ

る
。
然
ら
ば

一
般

論
春

の
い
う

ご
と
く
h

商
品
、
資
本
及
び

帥労
務

の
流
通

、
交
換

の
過
程

に
お
い
て
、
こ
れ
ら

に
共
通
す

る
要
素
を
見

だ
す
こ
と
は

で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
斯
講

に
ょ
れ
ば
、
そ
れ

は

「
取
引
」

で
あ

る
と
す
る
。
而

し

て
＼

こ
曳
に
い
う
取
引

と
は
、
簿
記
上
や
法
律

上

の
取
引

の
ご
と
き
廣
義

の
も

の
で
な
く

、
そ
れ
は

樹
償

の
給
付

と
反
樹
給
付

と

の
關
係
、
略
言

す
れ
ば
等
償
關
係

の
こ
と

で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ

の
場
合

の
交
換
關
係

が
債
値

論

の
立

場

か
ら
み

て
等
値

と
等
値

と

の
交
換
な
レ
や
、
或

は
不
等
値
交
換
な
り
や

、
別

個
な

が
ら
問
題
と
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
と

に
か
,ぐ

一

取
引
i
具
艦
的

に
は
費
買

、
配
給

、
貸
借

等
-

が
財
貨
並

に
陣労
務
と
貨
幣
と

の
交
換

に
よ

つ
て
、

一
定

の
牧
釜
,性
或
は
経

濟
性

の
獲
得
、

29

増
加
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
は
、
す

べ
て
に
共
通
す

る

こ
と

玉
言

い
得
よ
う
。
商
品
費
買
業

が
商
品

の
給
付

に
樹

し
、
そ

の
代
贋
と
し

て

{

な

貨

幣

の
反
封

給

付

を

う
け

る
が

ご

と

き
、

金
融

業

が
資

金

の
貸

與

に
よ

る
牧

釜

力

の
利

用

と

い
う
給

付

に
蜀

し

、
借

主

よ
り
利

子

と

い
う

商
業
の
意
義
に
關
す
ろ
若
干

の
考
嵐
邪

㍉

、
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商
業
の
意
義
に
關
す
る
若
干
の
考
察

-

反
樹
給
付
を
貨
幣

で
う

け
る
が
ご
と
ぎ
、
蓮
途
業

や
倉
庫
業
等

で
は
商
品

の
移
動

や
保
管
と

い
う
用
役
を
給
付
し

て
(
そ

の
反
封
給
付

に

蓮
賃

や
保
管
料
を
貨
幣

で
う
け
る
が
ご
と
き
、

い
す

れ
も
、
當

初

の
動

機
ま
た
は
目
標
老
し

て
ば
牧
釜

の
獲
得
や
維
濟
性

の
檜
進

を
目
指

し
、
究
極

に
は
生
産
力

の
向

上

や
國
民
生
活

の
安
定
と

い
う

こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と

に
(
何
等
異

る
込

こ
ろ
は
な

い
辺
で
あ

る
。

然
ら

ば
、
取
引

は
等
贋
關
係
と

い
う
場
合

、
そ
の
内
容

は

い
か
な
る
も

の
を
も

つ
て
構
成

さ
れ

て
い
る
か
。

と
れ

に
は
、
な
お
究
明
を

要

す

る
も

の
が
淺

さ
れ

て
い
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
と
た

か
く
、

「
取
引

」
を
も

つ
て
、

一
鷹

、
流
通
過
程

の
中
に
あ

つ
て
、

牧
釜
性
或

は
維
濟
性

の
獲

得
、
増
進

を
目
指
し

て
行

わ
れ

る
財
貨

(
商
品

、
資

本
)

並
に
帥労
務
と
貨
幣

と

の
交
換

と
み
る
か
ぎ
り
、

そ
れ

リ

モ

ノ

は
軍

に
形
式
上

の
み
な
ら
す

、
本
質
的

に
も
、
上
記

の
廣
義

商
業

に
共
通
す

る
要
素

と
み
て
差
支

え
な

い
の
で
あ

る
。

以
上

、
五
項
目

に
わ
た

り
、
現
在
、
我
が
國

に
お

い
て
通
行
し

て
い
る
商
業
学
読
中
、
'
最
も
普
遍

的
ま
た

は
代
表
的

と
思

わ
れ

る
も

の

を
紹
述

し
、
且
、
そ
れ
ぞ
れ

に
若
干

の
吟
味

を
し

て
み
た
。
但

し
馬
今
日

の
商
業

学
説

と
し

て
は
、
決
し

て
以
上

で
つ
き
る
も

の
で
な

く
、

更

に
読
論

の
細
部

に
わ
た
る
槍
討
を
行

う
な
ら

ば
、
な

お
多
く

の
項
を
設

け
て
論

述
す

る
の
要
を
み

る
で
あ
ろ
う
が
、
こ

玉
で
は
紙

幅
そ

の
他

④
關
係

で
、

一
鷹

、
上
述
せ
し
と

こ
ろ
を
も

つ
て
止
め
る
こ
と

x
し
た

い
。
た

讐
、
本
章

の
最
後

に
あ
た
り
、
以
よ

④
諸
学
読

の
い

ず

れ
か

に
薦
す

る
か
と
思
わ
れ
な
が
ら
、
表

現
そ
の
他

の
相
違

に
よ
り
、

い
す
れ

に
も
薦

せ
し

め
難
き
も

の
と
考

え
ら
れ

る
も

の
に
、
故

増
池
庸
治
郎
・博
士

と
深
見
義

一
敏
授

の
所
読

が
あ

る
の
で
、
こ
れ
ら
爾
者

に
つ
い
て
論
述

し

て
み
く

こ
と

玉
す

る
。

e

増

地
庸
…治
郎
博

士
の
商
業

の
意
義

、

,

璽

」

、

.

既
述

の
ご
と
く

、
商
業

を
財
貨

の
「
配
給
」
に
關
連
せ
し

め
た
学
読

と
し

て
は
、
配
給
組
織
膿
読

と
配
給
職
能
論

と

の
爾
者
が
あ

る
が
、

)

同
様

の
傾
向
を
有

し
な

が
ら
、
故
増
地
博
士

の
所
読

は
、

こ
れ
ら

の
う
ち
、

い
す

れ
に
屡
す

る
や
、
判

然
た
ら
ざ

る
も

の
が
み
為
よ
う

に

(

思
わ
れ

る
。
博
士

は
そ
の
著

『
商
業
通
論
』

(
改
訂
、
昭
和
+
七
年
、
全
訂
、
昭
和
二
+
二
年
)
に
お

い
て
、

「
物
資
配
給

の
任

務

を

專

ら

途

＼
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行

ず
る
も

の
は
商
業

で
あ

る
」

(
上
褐
書
、
停
丈
、
二
頁
〉
と
述

べ
て
い
る
が
、

こ
の
場
合

の

「
も

の
」
と
ぼ

、

い
つ
た

い

「
組
織
膣

」
を

指
す

の
か
、
ま
た
は
職
能

的
な

「
行
爲

」
と

み
て
い
る
の
か
、
何
等

の
明
示
が
な

い
。
だ

璽

「
商
業
を
廣
義

に
解
す

る
と
き
は
、

物
資

の

蓮
途
、
保
管
、
保
瞼

や
資

金

の
融
通
な

ど
慰
包
含

せ
ら
れ

る
」
・
(
上
掲
書
、
序
文
、
三
頁
)
と

い
う
と

こ
ろ
よ
り
み
れ
ば
、

活
動

、
行
爲
等

を
指
し

て
い
る
か

の
ご
と
く
察

せ
ら
れ
、
ま
た

「
商
業

拡
配
給

の
機
能

を
蓋
す

も

の
で
透
る
↑

(
上
掲
書
、
五
頁
)
と

い
う

と
こ
ろ
よ
り
み

れ
ぱ
、
・
組
織
膿
を
意
味

し

て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ

る
q
で
あ

る
。
な

お
博
士

が
も

配
給

目
鴛
犀
客
冒
σQ
と

は
物
資
を
生
産
者

(
狭
義

の

生
産
者
)

か
ら
消
費
者

に
ま

で
移
動

せ
し
め
る
経
濟
活
動

で
あ
る

」

(
上
掲
書
、
三
頁
)
と
言

い
、
配
給
特
有

の
機
能

と

し
て

「
蒐
集
及
び

分
割
、
蓮

逡
'
(
ま
た

は
移
韓
)
、

貯
藏

(
ま
た

は
保
管
)
」

(
上
揚
書
、

一
二
頁
)
を

あ
げ
、
か

曳
る

「
配
給
機
能

は
必
す
し
も
常

に
商
業

経
螢

が
澹
…當
す

る
も

の
と
ば

限
ら

な

い
。

商
業
経
螢
以
外

の
者

が
こ
れ
を
澹
…當

す
る
場

合
も
あ

る
」

(
上
掲
書
、

一
ニ
ー

=
二
頁
)
と
し

て

ノ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
る
が
、

こ

」
に
い
う
商
業

経
螢

と
は
前
後

の
關
係
か
ら

み

て
、
恐
ら
く
何
ら
か

の
組
織
艦

を
意
味

し

て
い
る
か

の
よ
う
に
察

せ

ら
れ
る

ヘ

へ

し

ヘ

タ

の
で
あ

る
が
、
然
ら
ば
、

こ
の
場
合

の
商
業

と
は
何
か
、
判
然
た

ら
ざ

る
も
の

が
存
す

る

の
で
あ

る
。

圏

深

見
義

一
敏
授

の
商
業

の
意
義

孕

し

,深
見
教
喪
は
そ

の
近
著

『
商
業
学
」

(
現
代
商
學
全
集
第

一
巻
、
昭
和
二
+
四
年
)
に
お

い
て
、

商
業

の
意
義

を
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
が

所
読

に
は
甚
だ
周
到
な
用
意

の
行

わ
れ
た

ζ
と
が
み
ら
れ

る
。

曰
く
ー
我

が
國
在
來

の
語

「
商
」
を
以

て
、
こ
の

「
配
給
」

の
同
意
語
た

ら

し
め
よ
う
と
す

る
立
場
を
と

る
も

の
で
あ
る
。
…
…
配
給

は
そ

の
現
代
的
表
現

で
あ
り
、
商

は
そ

の
古
典

的
表

現

で
あ
る
、
と

い
う
、

そ
う
し
%
考

え
方

を
探

る
も

の
で

あ

る

(
上
掲
書
、
六
三
頁
)
～

と

し
て
、

「
商

」
と
、
「
配
給

」
と
を
同
意
義

に
解
繹
し

、

「
配
給
機
能

に

基

く
も

ろ
も
ろ

の
活
動

は
、
す

べ
て
之
を
、
随

時
、
商
活
動

と
言

い
換

之
得

べ
き
筈

で
あ

る
」

(
上
掲
書
、
六
五
頁
)
と
す

る
。

か
く
て
敏

授

は
配
給

活
動

と
商
活
動

と
は
等
し
き
も

の
と
考

之
る

の
で
あ

る
が
、
然

ら
ば

「
商
業
」

に
は

い
か
な

る
意
義
が
與

之
ら
れ

て
い
る
か
。

曰
く

「
商

を
配
給

の
古
典
的
名
轡

な
り
と
す

る
私

は
、
.商
業
を

似

て
配
給
活
動
乃
至
商
活
動

の
中

の
、
特

に
再
販
費

購
入

国
ξ

営
算

ま
目

/

」

商
業

の
意
義
に
翻

す
ろ
若
干
の
考
察



商
業

の
意
義
に
關
す
る
若
干

の
考
察

、

詞
①
。・
呂
ρ

q
羨

国
碧

甘
昌

N
詳
拷

嵩

δ
自
霞

く
霞
げ
碧

播

に
關

す

る
諸

活

動

、
そ

う

し
た

も

の

x
綜

合

概

念

な

り

と

す

る
も

の

で
あ

る

。
而

し

∵

・
こ
の
場
合
.
媛

譲

入
と
は
・
;

自

家
の
轟

饗

に
充
て
る
藍

州《

專
ら
再
販
萎

爵

を
以
て
、
物
資
を
購
入
す
る
活

一

動

で
あ

る
L

(
上
掲
書
、
七
〇
頁
)
。

「
再

販
費

購

入

に
關

す

る
諸

活
動

に
お

け

る

こ

う

し
た
諸
機

能

は
、

と

り
も

な

お

さ
す

、

商
業

機

能

で

あ

る

の

で
あ

る

」

(
上
掲
書
、
七

一
頁
)
と
。

こ
れ

を

も

つ

て
み

る

と
き

、

商
業
…機

能

の
意

義

は

、
配

給

機
能

の
そ
れ

よ

り

も
狭

い
こ

と

が
知

ら
れ

る
。
な

お

、
商

業

ど
螢

利

と

の
關

係

に

つ

い
て

は
、

ド
イ

ッ

の
諸

学

者

中

、

ハ

ン
デ
ル

を

敏
授

の
商
業

の
定

義

と
同

様

に
解

繹

ノ

し
、
利

潤

志

向

(
Φ
Φ
乱

昌
暮

①
β
曾

嵩

)
を

強

調

す

る
も

の
も
あ

る
が

、

こ
れ

に
封

し

、
敏
授

は

「
再

販
費

購

入

の
場

合

、

即
ち

、
商
業

の

　

場
合

と

て
も
、

こ
の
も

の
を
不
可
訣

の
も

の
と
し

て
要
請
す

る
考
え
は
之
を
有
た
な

払
。

と
同
時
に
、
と

の
も

の
を
不

可
な
も

の
と
し

て

忌
…避
す
る
考

え
も
之
を
有
た
な

い
」

(
上
掲
書
、
七
三
頁
)
と
。
す
な

わ
ち
、
再
販
費

の
意
圖

を
も

つ
て
物
資

を
購
入
す
る
に
あ
た
り
智

螢

利

と
い
う

こ
と
は
本
質

的
要
素

で
な

い
と
み

て
い
る

の
で
あ

る
。

.
さ
て
上
述

せ
し
と

こ
ろ
よ

'
9
み
る
と
き
、
敏
授

の
所
読

は
購

す
で
に
過
去

の
商
業
学
読

と
↓

て
婆

て
き
た

「
再
販
費
購

入
読

」

の
新
歌

`

、
訂
版

と
で
慰
稽

す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
コ
け

だ
し
再
販
費

購
入
活
動

の
綜
合
概

念
を
も
つ

て
商
業

と
み
る
鮎
は
、
從
來

の
再

販
費
購
入
読

に

似

て
い
る
が
・
し
か
し

「
商

」
と

「
商
業

」
と
を
匿
別

し
除

「
商

」
を

「
配
給

」
と
同
意
義

に
解

し
て
、
新

し
き
読

明

の
加
え
ら
れ

て
い

.
る
と

と
、
ま
た
再
販
費
購

入
に
際

し
、螢
利

を
本
質
的
要
素

と
し
て

い
な

い
こ
と
等
は
、古

き

「
再
販
費
購
入
読

」
と
異

る
か
ら
で
あ
る
。

而

し

て
右

の
所
読
中

、
商
業
を
配
給
活
動

の
中

の
再
販
費
購
入

に
關
す
る
諸
活
動

中

の
綜
合
概
念

と
せ
る
は
、
」商
業

を

も

つ
て
活
動
を
行

ら

お

う
組
織
艦

や
企
業

と
同

一
覗

し

て
い
な

い
ま
う

で
あ
り
、

こ
の
黙
、
既
述

「
配
給

職
能
読
」

に
近

い
も

の
が
み
ら
れ
る
が
、
同
様

で
ぱ
な

い
。
ま
た
螢
利

を
本
質
的
要
素

と
せ
ざ

ゑ
黙

に
お
い
て
、
既
述

「
商
業
費
買
読

」
に
近

い
見
解

の
ご
と
く
み
え

る
け
れ
ど
も
笥

そ

の
間

、

覧
)

異

る
も

の
が
存
す

る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
教
授

は
從
來

の
商

業

学

論

を
よ
く
参
按
し
て
、
諸
読
中

の
と
る
べ
き
も

の
を
と
り
入

れ
つ

御

,
＼

壽

?

と
藩

議

念
の
僕

を
試
箋

の
で
あ
6
う
が
、
な
お
・
そ
乏

は
判
餐

ら
餐

も
の
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
コ
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,
そ

れ

は
、

先

す

、
敏

授

は

「
配

給

」

を
も

つ
て

「
商

」

の
現
代

的
表

現

と

み

て
、

一
鷹

、

そ

の
歴
史

的
嚢

展

を

み
と

め

て
お
き
な

が

ら
、

ω

「
商
業
」
に
3

て
は
配
給
組
馨

読
や
羅

職
能
読
暴

す
る
こ
と
な
く
帳

然
・
物
資
の
鍍

賛
購
入
象

蕪

は
・
鑑

の
こ
ど

き
、
何
故

、

「
再
販
資

購
入
読
」

よ
り
配
給
組
織
盟

読

や
配
給
職
能
読

に
推
移

し
た
か
、
資

本
主
義

の
鵬
展

に
と
も
な

う

こ
れ
が
推
移

の

・

理
由
を
認

め

て
い
な

い
よ
う
に
思

わ
れ
る

の
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
場
合
、

「
商
」
を

「
配
給

」
と
み
な

が
ら

「
商
業

」
を

「
配
給
組
織

の

膿
」
ま
た
は

「
配
給

活
動

」
と
み
な

い
に
つ
い
て
は
、

「
商
業

」
の

「
業

」
に
何
等
か

の
億
味

が
ひ
そ
ん
で
い
る

か

の
よ
う
に
も
察

ぜ
ら

れ

る

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
少
し
も
読
明

が
加

え
ら
れ

て
込
な

払
。
次

に
、

「
物
資

の
再
販
費
購
入

」
活
動

の
綜
合
概
念
を
商

業

と
す
る
か
ぎ

り
、
そ
れ
は
商
業

を
狭
義

に
解

L
た

こ
と

k
な
グ
、
し
た

が
つ
て
金
融

ハ
蓮
途
、
保
瞼
、
保
管
等

が
商
業

と
な

ら
ざ

る
こ

と
は
當

然

の
露

結

で
あ
ろ
う
が
、
然

ら
ば
廣

く
商
活
動

(
配
給
活
動
)

の
中

か
ら
再
販
費
購

入
活
動
を
除

い
た
ー

す
な

わ
ち
商
業
を
除

い

た
ー
淺

り

の
も

の
、
換
言
す
れ
ば
、
配
給
活
動

で
あ
り
な

が
ら

「
非
」
再
販
費
購

入
活
動
や
ー

ま
た

こ
れ
ら

の
綜

合
概
念

が
あ
る
と
す
れ

ば
、

ご
れ

ら
も
揃曾
め
て
ー

い
つ
た

い
、
何
も

の
で
あ
り
、
ま
た
何

と
名
付

け
ら

れ
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
配
給
組

…織
燈
読

の
ご
と
き

り

に
お

い
て
は
、
ヒ

れ

ら
活
動

の
組
織
膣

を
す
べ
て
商
業

と
み
、
養

本
主
義

⑳
焚
展

に
即
慮

ぜ
る
規
定

が
な
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
が
、
上

記

の
論
述

で
は
、
十
分
な
読

明
が
な
ざ
れ

て
い
な

い
の
で
あ
,る
。

-

四

結

語

ー

要

約

と

今

後

の
課

題

'

、

冒
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以
上
、
過
去
並

に
現
在

に
お
け
る
主
要
な
齎
業
学
読

を
通
覧

し
て
、

「
商
業

」
と
は
い
つ
た

い
何

で
あ
る
か
、

こ
れ

が
規
定

の
甚

だ
困

難
な

こ
と
を
お
ぼ

え
た
次
第

で
あ
る
が
・
し
か
し
・も
と
遮

と
近
代
商
業

の
概
念

は
・
資

本
主
義

㊨
嚢

展

に
と
も
な

い
Y
種

女
、
攣
化

し
て

ゆ
-く
は
當
然

の
こ
と

に
屡

す
る
ゆ
え
、
古
今

を
通
じ

て
あ

や
ま
ら
ざ
る
定
義
を

み
だ
す

こ
と
は
不

可
能
忙

等

し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

或

る

一
時
鮎
に
お
け
る
或

る

一
事
象

を
も
つ

て
、

「
商
業

」
と
名
付

け
る
こ
と

は
論
者

の
自

由

で
あ
り
、
そ

し
て
、
、
そ
れ

が
、

そ
の
就
会

商
鵡栄
の
出忌
義
に
關
す
る
若
干
の
考
幽祭

,
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商
業
の
意
義
に
關
す
ろ
若
干
の
考
露
胆

に
お
い
て
商
業
と

い
わ
れ
る
も

の
』
本
質
を
よ
く
示
し
、
正

し
き
概
念
構
成

の
な

さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
商
業

の
意
義

と
し

て
認

め
得
ら
れ
よ
う
が
、
し
が

し
時
勢

り
進
展

に
と
も
な

い
、
そ

の
目
的
、
組
織
、
形
態
、
業
務
等

に
攣
化

の
あ
る
場
合

に
は

、
か

」
る
攣
化

は
忠
實

に
君

取
さ
れ

る
ご
と
を
要

し
、
こ
れ
を
見
す

し
て
徒

ら

に
奮

來

の
学
読

を
固
守
す

る
こ
と

は
、
学
問

の
進
歩

に
反
す

る
も

の
と
い

ド
ノ

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
℃
け
だ
し
、

い
わ
ゆ

る
学
問

の
進
歩

と
は
、、
常

に
後

代

の
研
究
者

が
先

人

の
打
建

で
た
学
説

を
樵
討

し
、
た
え
す
現
實

の

肚
会

に
お
け
る
噺

事
實

と
眞

剣

に
取
組

み
、

そ
れ

の
、一
般

性
や
特
殊
性
を

き
わ
め
つ
」
、
以

て
前
者

の
僕
績
を

の
り

こ
え
て
新

し
き
学
読

を
樹
立
し

て
ゆ
く
と

こ
ろ
に
存

す
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が

つ
て
、
維
濟
批
会

の
動
向

や
商
業

の
進
展
傾
拘

を
よ
く
熟

覗
し

て
、

そ
れ
に

.

適
態

せ
る
商
業

の
意
義

を
定

め
て
ゆ

く

こ
と
は
、
ま
さ
に
商
業

の
学
問

の
進
歩

に
資

す
る
と

こ
ろ
大

き
い
も

の
と

い
わ
訟
ば
な

ら
ぬ
。
然

ら
ば
今
日

の
資
本
主
義
襲
展

の
現
段
階

に
お

い
て
、
商
業

の
意
義
は

い
か
に
規
定

さ
る

べ
き

で
あ
る
か
。

い
ま
や
こ
れ

が
論
述
を
行

う
べ

き
次
第
と
な

つ
た

の
で
あ
る
が
、

こ

の
論
究

の
展
開

は
他

日
に
期
す
る
こ
と

エ
し
、
こ
㌧
に
は
、

こ
れ

が
展
開

の
用
意
と
し

て
、
前
章

に

論
述

せ
し
と

こ
ろ
を
整

理
し
、

一
態

の
結
末

を
つ
け

て
お
き
た

い
と
思
う
。

、

、
、

e

廣
義
ゐ

商
業
と
狡
㎝義

の
商
業
…

ぢ
サ

み

先
す
、
廣
義

の
商
業

と
は
、
産
業
、
た
と

え
ば
農
業
、

工
業

、
鑛
業
等
と
並
び
稽

せ
ら
れ
る
場
合

の
そ
れ
で
あ

つ
て
、
流
通

輕
濟

の
捲

"

い
手
と
し

て
の

一
切

の
構
成
者

を
指
し

て
い
る
。
世
上
、
商
業

教
育

、
商
業
大
学

と
い
う
場
合

の
商
業

は
、
大
膣
、

こ
の
意
味

に
解

さ
れ

ヰ

ヘ
モ

が

て
い
る
。
既

述
、.
取
引
企
業
読

の
主
張

す
る
ご
と
く
、
軍

に
商
品
費
買
業

の
み
な
ら
す
、
金
融
業

、
蓮
途
業

、
倉
庫
業
、
保
瞼
業

等
を
も

、

O

包

含

す

る
も

の
で
あ

る
。

、

、

・

次

に
、
狭

義

の
商
業

と

は

、
流

通
過

程

に
お
け

る

「
商

品

」
・
の
費

買

に
か

ぎ

つ
た
場

合

の
そ
れ

で
あ

つ
で
、

前
者

よ
り

は

る
か
.に
狡

い

す

も

の
を
指
し
て
い
る
。
世
上
、
商
業
経
螢

、商
業
者
と

い
う
場
含

、
こ
の
意
味

に
解

し

て
い
る

こ
と

が
少
く
な

い
。
既

述

の
費
買
企
業
読
、

商
業
費
買
詮
等

の
主
張
す

る
商
業

が
こ
れ
に
あ
た
る
。



)

さ
て
然

ら
ば
、
商
㎝菜

の
慧

義

ぱ
廣

狭

い
す
れ

に
定

め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
思

う

に
学
問

上

の
定
義

は
、

そ
れ
が
論

理
的

に
矛
盾
な

35

、

.

(

く

、

一
貫

性

の
あ
る

こ
と
を

要

す

る

は

い
う

ま

で
窓

な

い
が
、

同

時

に
で
き

る
か

ぎ
り

、

一
般

枇
会

の
通

念

と
も

合

致

し

て

い
る

ζ
と

が

望

ま

し

く
i

但

し

お
も

訟
る

こ
と

で
な

い
ー

、

そ

れ

を
無
覗

し

て
規
定

す

る

こ
と
は

決

し

て
正

當

ど
言

い
難

く

、
特

に
實

践

的

償

値

に
お

い

て
芝

し

い
も

の
と

い
わ

ね

ば
な

ら

ぬ
。

こ

の
意

味

に

お

い

て
、

狭

義

読

よ

り
も

廣

義

読

の
方

が
要
當

性
ゼ

富

む

よ

う

に
思

わ
れ

る
。
も

と

験
り

鋏
義

読

と

い
え

ど
も

、

全

然
.
杜

会

通

念

と
し

て

の
そ
れ

と

」
致

じ

て

い
な

い
と

い
う

わ

け
で
な

く
、

上

記

の
ご
と

く
、

こ

の
意

な

モ

グ

味

に
解

さ
れ

て

い
る
も

の
恐
少

く
な

い

の
で
あ

る

が
へ

し

か

し
廣

義

読

の
方

が
商
業

の
一獲

展

傾

向

を

よ

く
把

握

し
て
を

甑

、

且

、
狡

義

読

の
論
者

と

い
え
ど

も

、
全

然

、
廣
義

読

を
否
定

し

て

い
る
と

い
う

よ

り

は
、

む

し

ろ
狡
義

に
規

定

す

る
方

'が
本

質

の
把
握

に
容

易

で
あ
り

、

、論

理

的

に
整

然

と

し
て

い
る

と

い
う

℃
と
、に
因

由

す

る

こ
と
少

く

な

い

よ
う

で

あ

る
か

ら
、

流

通

経
濟

の

一
切

の
捲

當

者

を

商
業

と

み
、

生

産

輕
濟

を
携

當

す

る

も

の
を

産
業

と

み

る

こ
と

が
、
要

當

な

よ
う

に
思

わ
れ

る

の

で
あ

る
。
,
も
と

よ

り

、
か

」
る
廣
義

読

を

と

る
と

き
、

す

で

に
取
引

企

業
論

の
論

述

の
場

合

に

ふ
れ

た

る

ご

と
く

、

そ

の
中

に

ふ
く

ま

れ

る
諸

事
象

に
共

通

す

る
本

質

的

要
素

を
見

だ

す

こ
と

の

必

要

な

る
は

い
う

ま

で
も

な

い
で
あ

ろ

う
。

、
、

2

な

お

、
財

貨

の
配
給

事
象

に
關

し

て
「
商

業

の
意

義

を
規

定

せ
る

も

の

に
、
配

給

組

織
髄

読

と
配
給

職

能

論

の
二

つ
が

あ

る

こ

と
既

述

せ

し
通

り
で
あ

る

が
、

羨

近

に
お

け

る

「
配

給

鮎

..鴛
蟄
尾
犀
①
試
昌
映
、
、
な

る
語
義

の
憂

化

に
照

し

て

み

る

と

き
、

そ
れ

は

、
漸

次

、
廣

き
意

味

を

與

え

ら
れ

つ

斗
あ

る

よ

う

に
思

わ

れ
、

こ

の
限

り

、

こ
れ

ら
爾
読

は
廣

義

読

に
近

い
も

の
と
考

え
ら

れ

る

の
で
あ

る
。

そ

の
理
由

は

次

の
通

り

で
あ

る

。
,す
な

わ
ち

、

ア

メ
リ

カ

に
お

い

て

「
マ
ー
ヶ

テ

ィ
ン
グ

」

は

論
者

に
ょ
り
種

々

の
意

昧

に
解

繹

さ
れ

て

い
る

が
、

大

・
一

禮

に
お

い

て
財

貨

の
生

産
者

と

消
費

者

と

の
間

に
お
け

る

流

通

事

象

と
解

繹

さ
れ

て

炉
る
中

に
、

す

で

に

コ
ン
バ

ー

ス

ρ
団
欝
乱

P

35

0
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昌
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①
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は

「
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ

と
は

生
産
者

よ

レ
潰

費

肴
に

い
た

る
財

貨

並

に
用

役

の
移

韓

す
る

過
程

で
あ
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」
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霞
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霧
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れ
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の
實

質

的

分
配

に
射

す

る
配

慮

か

ら
成

り

た

つ
」

一

暇
と
解

も
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同

上
書

の
脚
註

π
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い
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全
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し
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同
会

が

「
マ
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ケ
テ

ィ

ン
グ
と

は

財
貨

並

に
用

役

の
生

産

か

ら
消

費

へ
の
流
通
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存
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活

動
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目
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自
目
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8

0
0
募

自
琶
娼
試
o
昌
)
を
意

味
す

る
」

と
定

義

し

た

と
言

い
、

而

し

て
、

こ

の

協

会

の

定

嚢

は

用

役

(
の
①
同
言
o
①
ゾ

の

こ
と
を

強

調

す

る

の
に
役

立

つ

と
述

べ
.
用

役

の

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

に
含

ま

れ

て

い
6
多

く

の
問

題

は

、

多

敏

の
有
形

財

の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ

に
み

ら

れ

る
類
似

の
問

題

と

あ
ま

り
違

わ
な

い

の
で
、
特

に
匠
別

し

て
考

え
な

く

と
も

よ

い
と

い
う
意

味

の

ζ
と

・

(
3

)

御

!

を

、
語

つ
て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
れ
を
も

つ

て
み

る

と

き
、
我

が
國

語

の
配
給

-

正

確

に
は

市
場

配

給
」

な

る
譜

は
、

ひ
と
か
財

貨

の
み

な

ら
す

、

こ
れ
と

密
接

な

關

蓮

を
も

つ

「
用

役

」

に

つ

い

て
も

用

い
得

る
傾
向

に

あ

る
か

の
ご

と

く

に
も

察

せ

ら
れ
内

況

ん
や
思
想

的
立

場

は
異

る
と
は

い
え
、

す

で

に

マ
ル
ク

ス
は
艸労
働

力

を
,一
つ

の
商

品

と
看

徹

し

て
理
論

を

展
開

し

た

こ
と

に
鑑

み

る

と
き

津
財

貨

と

用

役

と

を
同
質

物

と

し

て
取
扱

う

ご
と

は

、
決

し

て
珍

ら
し

い
も

の

で
は
な

い

の
で
あ

る
。

、

。
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な
す
と

こ
ろ

の
組
織
鎧
を
指

す
も

の
で
、
企
業

そ
の
他

の
経
螢
艦
が

そ
れ

に
あ
た
り
、
配
給
組

織
艦
説

や
取
引

企
業
読

に
い

う
と
こ
ろ

の

7

●

、

ヨ

モ

ロ

ほ

(

・
商
業

が
ζ
れ

に
属

ず

る
。

-

・

も

」

,

然

ら

ば
、

今

日
、

商
業

は

こ
れ

ら
爾

者

の
う

ち
、

い
す

れ

を
意
味

す

べ
き

で
あ

ろ

う
か

。
既

述

せ
し
と

こ
ろ

に
よ

つ
て
も

明

か
な

る

ご

と

く

、
,前

読

に
お

い

て
は

、
商
業

を

一
つ

の
意

味

に
解

し

て

「
商

」
と

「
業

」
と

を
分

け

る

こ
と
な

く
、

こ
れ

を
費

買

、
配
給

等

の
事

象

と

み

て
い

る

の
に
蜀

し
、
後

読

に
あ

つ

て
は

、
例

え

ば
取
引

企
業

読

の
ご

と
く

、

「
商

」

と

「
業

」

と

を
戴

然

と

匠
別

し
、

「
商

」

を

も

つ

て
費

買

よ
診

も
廣

義

の
取
引

の
意

味

に
解

し

て
を

り
、

前
読

の

「
商

業

」

に
該

當

せ

し

め

て

い
る

甲

で
あ

る

。
配
給

組

織
膿

読

に
お

い

て
は

、

「
商

」

と

「
業

」

と
は
匿

別

さ
れ

て

い
な

い
よ

う

で

あ

る

が
、
深

見

敏
授

の
所

読

に
あ

つ

て
は

、
既

述

の
ご

と

く

、

「
商

」
を

も

、

つ

て

「
配

給

」

と
解

し

て
い
る
。

か

く

て
問

題

は

、

「
業

」

を

商
行

爲

や

こ
れ

の
集
合

艦

と

み
る
、べ
き

や
、

ま

た
は

企
業

そ

の
他

の
経

螢

組
織

膣

と

み

る

べ
き

や
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。
我

が
國

語

の

「
業

」

に
り

い
て
み

て
も

、
こ
れ
を
,
「
わ
ざ

」
「
つ
と

め
」

と
す

る
場

合

と

、

「
な

り

は

ひ
」

「
く

ら
し

」

と
解

ず

る
場
合

と

は
、

そ

の
意
味

異

り

、

こ

れ

ら

の
い

す

れ

に
す

べ
き

や
は
決

定

の
甚

だ
困

難

な
事

柄

で
あ

る

。
、
こ
れ

を
語
義

よ

り

み

て
、
銭

が

「
あ

き

」
と
言

い
、

ぎ

た

O
o
B
菖
霞

8

(
英

)
、
国
欝
昌
q
①
一
、〈
猫

)
、
.
O
o
巨
弘
酵

o
①

(
佛

)

等

、

と

も

に
古

く

よ

汐

「
商

取
引

」

の
意
味

に
解

巷
れ

て
き
た

こ
と

に
よ

つ
て
み

る

と

き
、

「
業

」

を

「
企

業

」

(
組
織

艦

)

と

み

る

こ
と

は
、

も

ヘ

ヤ

と
よ
り
要
當

で
は
な

い
で
あ
ろ
ち

コ
し
か
し
、

今
日

の
資
本
主
一義
下
に
あ

つ
て
は
、
費
買

、
配
給
、
取
引
等

の
経
螢

は
1
前
資
本
主
義
的

な

生
業

、
家
業
曲
な
も

の
を
除

け
ば
ー
多
.ぐ
は
企
業
形

態

に
よ
つ
て
な

さ
れ

て
い
る
こ
と
に
'…鑑
み
る
と
き
、

こ
れ
を

「
企
業

」
と
み

る
こ

と
ば
、
根
擦

の
な

い
こ
と
で
も
な

い
と

い
わ
ね
ば
な

ら
搬
。
但

し
か

」
る
場
合

の
企
業

が
專

ら
私
企
業

の
み
を
意
味
す
る

に
あ
ら
ざ
る
こ

一

と

は

い
う
ま

で
も
な
く

、
公
企
業

や
公
共
企
業
盟

の
ご
と
き
を
含

ま
t
め
る
こ
と

が
、
今
日

の
資
本
主
義

の
震
展
動
向

に
照
し

て
要
當
な

贈

よ
皇

思
わ
般

甦

協
同
組
ム
・
の
ご
と
き
も
馬
世買
買
華

等
を
主
た
る
霧

と
せ
る
も
の
は
、
こ
れ
に
婁

し
む
べ
き
ヒ
と
當
然
で
あ

ろ

う
。
ど

ま

れ
《

「
商

」

と

「
業

」

と

を
、

分

け

る

と
香

と

を
問

わ
す
、

費

買

、
配

給

、
取
引

ー

も
じ

分

け

る
な

ら

ば

「
商

」
に
あ

た

り
、

商
業

の
意
義
に
關
す
み
若
干
の
考
察
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商
諏栗
の
出息
義
に
關
…す
'ろ
若

干

の
考

察

分
げ
な

い
な

ら
ば

「
商
業
」

に
、あ
た

る
ー

の
意
義

と
、

こ
れ

が
組
織
ま
た
は
組
馨

の
意
義

に
噸

て
は
、
今
日
、
更

に
欝

を
要
す
る

も

の
が
あ

る
よ

う

に
思

わ

れ
、

こ
れ

ら

の
科
學

的

に

深

く

ほ
り

さ
げ
ら

れ

た

る
究

明

に

ょ

つ

て
㍉

商
業

の
意
義

の
新

た

な

る
展

開

を

は

か

」

る

こ
と

が
、

今
後

の
課
題

と

い
わ

ね
ば

な

ら

ぬ

の
で
あ

る
。

.

(
昭
和

U.圃
十

六
年

五
月
末

日
稿

)

(38)




